
戦
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
プ
ロ

●

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
社
会
的
文
脈
の
変
化

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
の
分
析
を
中
心
に
一

戦後期イングランドにおけるプm・フットボールの社会的文脈の変化（藤井）

藤

井

ヨ調

太

門
要
約
】
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
、
選
手
の
契
約
・
給
与
問
題
を
巡
っ
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ

と
選
手
組
合
は
労
働
省
を
巻
き
込
む
形
で
争
議
に
突
入
し
た
。
二
〇
年
近
く
断
続
的
に
続
い
た
争
議
を
通
じ
て
財
政
規
則
が
改
定
さ
れ
、
選
手
の
待
遇
や

社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
図
ら
れ
た
が
、
リ
ー
グ
の
閉
鎖
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
の
根
幹
は
保
た
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
争
議
を
通
じ
て
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
や
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
が
加
熱
し
、
国
際
的
競
争
が
激
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
國
民
の
注
目
度
が
高
ま
っ
た
。
メ

デ
ィ
ア
や
政
府
な
ど
の
多
様
な
回
路
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
単
な
る
娯
楽
産
業
の
枠
を
超
え
た
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま

り
、
争
議
を
通
じ
て
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
国
家
の
福
祉
政
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
聖
王
競
争
に
お
け
る
国
の
誇
り
を
体
現
す
る

国
民
的
行
事
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
よ
ぼ
す
影
響
を
ま
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
史
林
九
六
巻
六
号
　
二
〇
一
三
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

第
一
一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
産
業
と
し
て
一

つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
一
八
八
八
年
に
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
（
閃
o
o
筈
長
い
＄
讐
Φ
、
以
下
リ
ー
グ
と
輪
軸
）
が
世
界
初
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
リ
ー
グ
戦
を
行
う
ク
ラ
ブ
の
連
合

と
し
て
結
成
さ
れ
て
以
来
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
産
業
は
発
展
を
続
け
、
年
間
の
総
観
客
動
員
数
は
一
九
四
八
／
四
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

シ
ー
ズ
ン
に
は
約
四
一
〇
〇
万
人
に
達
し
た
。
ま
た
、
戦
後
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
競
争
が
よ
り
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ッ
ト
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ボ
ー
ル
の
世
界
に
お
い
て
も
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
（
閃
H
閃
〉
　
名
O
「
一
α
　
○
∬
O
）
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ク
ラ
ブ
ズ
・
カ
ッ
プ

（
両
自
目
O
O
O
ρ
P
　
O
口
自
D
b
P
℃
一
〇
口
ω
　
O
｝
¢
げ
ω
．
○
鐸
℃
）
に
お
い
て
、
国
の
枠
を
超
え
た
試
合
が
多
数
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
フ
ッ
ト
ボ
～
ル
く
じ
や
テ
レ
ビ
中
継
の
発
展
に
伴
う
新
た
な
収
入
源
の
出
現
や
、
国
際
競
争
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
代
表
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ム
の
低
調
な
成
績
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
核
を
な
す
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
批
判
を
ま
き
お
こ
し
た
。
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

批
判
を
最
も
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
一
九
四
五
年
か
ら
～
九
六
四
年
に
か
け
て
（
戦
後
期
）
、
選
手
の
組
合
と
リ
ー
グ
の
間
で
行
わ
れ
た
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
争
議
で
あ
る
。
リ
ー
グ
は
世
紀
転
換
期
に
行
わ
れ
た
財
政
規
則
論
争
を
通
じ
て
、
ク
ラ
ブ
問
の
財
政
格
差
を
是
正
し
、
戦
力
の
均
衡
を

図
る
こ
と
で
激
し
い
競
争
を
創
出
し
、
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
を
観
客
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
独
自
の
論
理
に
基
づ
き
、
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

規
則
に
よ
る
選
手
の
権
利
を
制
限
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
正
当
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
期
の
約
二
〇
年
間
に
わ
た
り
断
続
的
に

行
わ
れ
た
争
議
に
お
い
て
は
、
逆
に
、
選
手
の
給
与
上
限
を
定
め
た
最
大
給
与
規
則
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
に
選
手
の
保
有
権
と

契
約
延
長
権
を
認
め
て
い
た
移
籍
規
則
が
裁
判
に
よ
っ
て
「
部
違
法
と
判
断
さ
れ
る
な
ど
、
選
手
側
は
大
き
な
進
展
を
え
た
。
ま
た
、
労
働
省

が
仲
裁
役
と
し
て
関
与
す
る
な
ど
、
争
議
は
国
民
の
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
を
論
考
の
対
象
と
し
て
き
た
。
争
議
終
結
直
後
の
～
九
七
〇
年
代

に
は
社
会
学
者
に
よ
る
研
究
が
進
み
、
例
え
ば
C
・
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
や
G
・
キ
ー
ト
ン
は
、
争
議
と
移
籍
制
度
の
改
革
を
促
し
た
一
九
六
三
年

の
イ
ー
サ
ム
判
決
（
P
づ
鋤
ω
肖
ぽ
鋤
當
P
　
∩
）
鋤
の
Φ
〉
が
、
財
政
規
則
に
基
づ
く
リ
ー
グ
の
伝
統
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
論

　
⑥
じ
た
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
者
も
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
戦
後
期
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
S
・

ワ
ッ
グ
は
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
と
政
治
的
な
干
渉
の
増
加
に
伴
う
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
商
業
化
の
進
展
が
、
選
手
の
労
働
状
況
の
改
善
に
つ
な
が

　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

つ
た
と
論
じ
た
。
そ
の
後
、
D
・
ラ
ッ
セ
ル
や
M
・
テ
イ
ラ
ー
が
争
議
に
つ
い
て
考
察
し
、
争
議
の
成
果
を
過
剰
に
評
価
で
き
な
い
と
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
、
そ
の
後
の
改
革
を
促
す
契
機
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
論
じ
た
。
一
方
で
、
選
手
組
合
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
執
筆
し
た
J
・
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戦後期イングランドにおけるプロ・フットボーールの社会的文脈の変化（藤井）

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
争
議
に
お
け
る
財
政
規
則
の
廃
止
は
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
リ
ス
ペ
ク
タ
プ
ル
な
職
業
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
う
え
で
、
最
も
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
重
み
付
け
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
戦
後
期
の
争
議
を
通
じ
て
、
選
手
の
待
遇
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な

が
っ
た
と
す
る
点
で
、
先
行
研
究
の
認
識
は
　
致
し
て
い
る
。
そ
の
　
方
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
選
手
側
の
行
動
や
思
考
に
考
察
が
集
中

し
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
リ
ス
ペ
ク
タ
プ
ル
な
職
業
と
し

て
の
地
位
を
確
立
す
る
過
程
に
お
い
て
、
争
議
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

労
働
省
が
仲
裁
役
と
し
て
介
入
し
た
こ
と
が
戦
後
期
の
争
議
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
労
働
省
（
政
府
）
が
争
議
に
い
か
に
対
応
し
た
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
先
行
研
究
が
選
手
側
の
動
向
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
い
る
の
は
、
史
料
の
問
題
で
も
あ
る
。
先
行
研
究
は
選
手
の
自
伝
や
伝
記
、
当
時
の
メ

デ
ィ
ア
（
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
）
を
利
用
し
て
争
議
の
歴
史
を
再
構
築
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
選
手
の
主
張
を
整
理
す
る
た
め
の
重
要
な
史
料

で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
省
の
意
図
を
よ
み
と
り
、
争
議
に
対
す
る
政
治
的
な
影
響
力
を
深
く
考
察
す
る
た
め
に
は
、
国
立
公
文
書
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
争
議
関
連
の
労
働
省
文
書
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
省
文
書
の
全
編
が
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
申
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

以
降
で
あ
り
、
体
系
的
な
分
析
を
行
っ
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
労
働
省
文
書
は
関
係
者
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
手

紙
や
非
公
開
の
会
合
の
議
事
録
な
ど
を
収
録
し
て
お
り
、
戦
後
期
の
争
議
に
お
い
て
は
メ
デ
ィ
ア
上
に
ほ
と
ん
ど
言
説
が
浮
上
し
て
こ
な
い

リ
ー
グ
側
の
意
図
を
読
み
と
る
た
め
に
も
重
要
な
史
料
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
労
働
省
文
書
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
選
手
だ
け
で

な
く
、
リ
ー
グ
、
労
働
省
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
争
議
に
対
す
る
社
会
的
な
反
応
が
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、
争
議
に
お
い
て
メ

デ
ィ
ア
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
先
行
研
究
は
事
実
を
再
構
築
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
す
る
一
方
で
、
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
争
議
を
報
道
し
て
い
た
の
か
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
争
議
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は
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦
で
き
る
試
合
と
は
異
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
で
初
め
て
フ
ァ
ン
は
そ
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
が
争
議
を
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
報
道
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
争
議
の
当
事
者
で
あ
る
リ
ー
グ
と
選
手
が
い

か
に
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
か
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
で
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
労
働
省
以
外
の
ル
ー
ト
か
ら
も
政
府
は
争
議
に
関
与
し
て
い
た
。
伝
統
的
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
干
渉

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
戦
後
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
な
ど
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
争
の
激
化
も
あ
り
、
徐
々
に
ス

ポ
ー
ツ
推
進
政
策
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
政
府
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
強
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
お
よ
び
争
議
が
ど

の
よ
う
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
を
通
じ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
変
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
労
働
省
や
教
育
省
な
ど
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
戦
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
け
る
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
社
会
的
文
脈
の
変
化
に
つ
い
て
も
論
考
す
る
。
こ
う
し
た
分
析
を
通
じ
て
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
戦
後

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
、
経
済
、
政
治
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
争
議
の
前
提
と
し
て
、
財
政
規
則
の
歴
史
と
そ
れ
を
支
え
た
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
経

済
的
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
次
に
第
二
章
で
は
、
労
働
省
文
書
の
分
析
を
中
心
に
争
議
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
で

は
、
リ
ー
グ
・
選
手
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
、
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
ス
タ
ン
ス
、
そ
し
て
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
お
け
る
プ
ロ
・
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
本
稿
に
お
け
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
F
A
（
閃
O
O
酵
び
鉱
一
　
＞
o
o
ω
O
O
陣
p
ゆ
膏
一
〇
コ
）
が
定

　
め
た
規
則
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
ゲ
…
ム
で
あ
る
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
フ
ッ
ト

　
ボ
ー
ル
（
い
わ
ゆ
る
サ
ッ
カ
ー
ω
o
o
o
興
）
を
指
す
こ
と
と
し
、
ラ
グ
ビ
ー

　
（
菊
犀
σ
q
げ
く
　
男
O
O
け
σ
跳
一
）
な
ど
他
の
競
技
を
含
ま
な
い
。

②
℃
閏
コ
℃
o
匿
。
巴
選
α
国
8
口
。
邑
。
霊
鎧
冒
印
q
V
（
6
①
①
）
「
肉
剛
軋
導
ミ
魯
辺
§
ミ

　
き
O
導
ミ
ト
リ
O
P
α
O
巨
℃
O
｝
一
口
O
毘
撃
鳥
跡
O
O
口
O
ヨ
8
零
誓
ぎ
ひ
q
、
P
一
〇
N

③
本
稿
に
お
い
て
は
、
門
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
ゆ
Q
o
＜
Φ
琶
き
8
）
」
を
F
A
や
リ
ー
グ
な

　
ど
統
括
組
織
が
そ
の
規
則
に
よ
っ
て
傘
下
に
お
さ
め
る
ク
ラ
ブ
・
選
手
を
統
縦
す

　
る
こ
と
と
定
義
し
、
プ
ロ
・
ク
ラ
ブ
の
「
運
営
（
ヨ
山
ロ
轟
Φ
ヨ
Φ
簿
）
」
と
区
溺
す

　
る
。
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④
本
稿
に
お
け
る
「
戦
後
期
駄
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
か
ら
、
一
九
六
〇
年
代
ま

　
で
の
時
期
を
指
す
こ
と
と
す
る
。

⑤
世
紀
転
換
期
の
財
政
血
忌
論
争
と
伝
統
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
以
下
も

　
参
照
。
藤
井
翔
太
（
二
〇
〇
七
）
、
「
財
政
規
則
論
争
に
み
る
フ
ッ
ト
ボ
…
ル
界
の

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
　
世
紀
転
換
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
フ
ッ
ト
ボ
…
ル
の
社
会
的

　
意
義
」
、
『
史
林
暁
九
〇
巻
四
号
、
五
九
～
九
二
頁
。

⑥
O
冨
ω
O
葺
。
冨
二
｝
㊤
刈
Φ
ソ
．
．
閲
。
g
σ
黛
。
嵩
。
。
腎
①
魯
Φ
毒
鷲
．
、
噂
ぎ
｝
。
貯
Ω
鋤
誉
ρ

　
0
冨
ω
O
葺
9
興
磐
α
距
9
喫
α
｝
o
げ
霧
露
（
Φ
α
ω
シ
首
鼠
疑
喧
G
貯
題
Ω
ミ
ミ
鰹

　
⑦
ミ
ミ
題
き
衷
頁
。
謎
§
ミ
§
§
糞
び
8
α
8
H
出
障
9
陣
ω
o
登
℃
ロ
．
δ
刈
μ
刈
仰

　
O
興
。
ゆ
q
Φ
函
Φ
簿
8
P
り
δ
）
．
↓
｝
眺
き
ミ
い
ミ
N
沁
ミ
ミ
ミ
凡
§
㌔
国
⑦
ミ
魯
ミ
き
恥

　
O
隷
§
鷺
隷
頓
ぎ
§
§
駄
諺
賄
。
。
o
鳥
ミ
㌧
§
き
ミ
腎
ミ
ト
累
Φ
≦
酔
8
＞
び
9
膏
U
p
。
＜
己
雪
仙

　
O
蕃
二
Φ
。
り
．
薯
’
置
ω
・
忘
↑

⑦
ω
滞
喜
二
黒
助
α
q
ぴ
q
（
お
。
。
心
V
¶
智
。
味
魎
ミ
§
、
§
臥
O
§
§
S
Q
謎
遂
の
鼠
ミ

　
顛
論
。
噂
・
じ
σ
吋
黄
算
。
簗
↓
げ
①
霞
鋤
同
く
㊦
段
℃
冨
ω
ω
、
ロ
P
δ
マ
お
ρ

第
一
章
　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
経
済
的
構
造
の
変
容

財
政
規
則
と
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

⑧
U
碧
①
菊
霧
ω
Φ
貰
6
①
刈
）
’
き
。
㌧
貯
亀
§
ミ
、
、
ミ
肉
鎖
駐
画
勺
器
ω
8
簗
O
朗
琶
紹
δ

　
℃
露
ぴ
詳
び
冒
鐙
一
竃
碧
ロ
ロ
℃
o
｝
δ
く
（
6
0
0
。
）
．
さ
専
掌
、
、
ミ
O
ミ
膏
Q
恥
鍵
．
毎
勢
ミ
遷
ミ

　
憩
ミ
㌧
ミ
ミ
⑦
8
に
舜
蔑
ミ
偽
』
℃
職
9
ぴ
8
山
。
恥
き
α
窯
①
押
歯
。
匡
（
心
労
。
薄
δ
飢
鱒
Ω

　
冷
律
主
謀
漏
翁
0
8
）
・
9
ミ
ひ
ト
町
砺
ミ
帖
§
ミ
9
ヘ
ミ
へ
鳶
上
酒
§
竃
ミ
㌧
ミ
、
N
O
§
謙
へ
謎

．
切
適
ミ
ミ
し
d
器
ぎ
ゆ
q
。
。
8
淳
。
”
℃
⇔
全
章
く
Ω
竃
鷺
昏
①
≦
↓
山
鴇
一
霞
S
O
O
Q
。
）
．
§
ミ

　
》
跨
。
亀
ミ
㌧
§
O
窺
ミ
鰹
冨
き
師
。
甦
止
し
。
憶
ミ
無
き
ミ
貯
鳶
・
鵠
p
二
〇
棄
勺
Φ
霞
。
り
。
降

⑨
響
ω
ω
①
貸
お
り
刈
）
も
p
嵐
㊤
－
嵌
ρ

⑩
｝
。
籔
蕾
巨
お
（
6
0
｝
γ
き
、
、
ぎ
9
鼠
駄
§
O
§
N
鴨
、
§
笥
§
6
ミ

　
奪
く
。
透
ミ
導
鳴
℃
、
爵
物
鴇
§
ミ
き
。
～
貯
ミ
誘
、
》
題
0
9
ミ
㌧
§
占
い
8
α
§
”
幻
。
σ
。
。
8

　
し
d
o
o
匠
9
。
．

⑪
　
ウ
．
エ
グ
も
政
府
の
動
き
を
分
析
す
る
こ
と
が
戦
後
鶏
の
争
議
を
理
解
す
る
た
め

　
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
る
が
、
史
料
公
開
時
期
の
問
題
も
あ
り
、

　
労
働
省
文
書
の
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。
芝
田
ぴ
Q
ひ
q
（
一
㊤
○
。
ω
ソ
P
漏
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
一
八
八
○
年
代
に
プ
ロ
化
さ
れ
た
。
一
八
八
五
年
に
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
ぎ
。
ま
巴
〉
ω
ω
a
幾
8
、
以
下
F

A
と
略
記
）
が
プ
ロ
選
手
の
登
録
を
承
認
し
、
一
八
八
八
年
に
北
中
部
の
＝
一
の
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
グ
が
結
成
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
世
紀
転
換
期
の
間
に
興
業
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
体
裁
を
急
速
に
整
え
て
い
っ
た
。
元
々
リ
ー
グ
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー

ン
（
じ
ご
一
動
O
評
σ
¢
匡
P
）
や
プ
レ
ス
ト
ン
（
℃
冨
の
8
目
）
な
ど
北
西
部
の
比
較
的
中
規
模
な
都
市
を
本
拠
地
と
す
る
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
そ
こ

に
後
か
ら
リ
ヴ
ァ
プ
！
ル
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
大
規
模
都
市
を
本
拠
地
と
す
る
富
裕
な
ク
ラ
ブ
が
加
入
す
る
と
い
う
経
緯
を
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た
ど
っ
た
。
そ
の
た
め
、
財
政
基
盤
の
格
差
が
戦
力
の
均
衡
を
崩
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
リ
ー
グ
は
財
政
規
則
を
制
定
し
た
。

　
財
政
規
則
の
中
核
を
し
め
る
の
は
、
ク
ラ
ブ
側
に
選
手
の
保
有
権
を
認
め
、
選
手
が
他
の
ク
ラ
ブ
に
移
籍
す
る
際
に
は
選
手
を
獲
得
す
る
側

の
ク
ラ
ブ
に
よ
る
移
籍
金
の
支
払
い
を
定
め
た
移
籍
規
則
と
、
選
手
の
給
与
上
限
を
定
め
た
最
大
給
与
規
則
で
あ
る
。
リ
ー
グ
は
こ
の
両
規
則

を
制
定
す
る
こ
と
で
、
大
都
市
の
ク
ラ
ブ
が
財
政
力
を
武
器
に
優
れ
た
選
手
を
乱
獲
す
る
の
を
防
ぎ
、
ク
ラ
ブ
問
の
戦
力
の
均
衡
を
維
持
し
よ

う
と
し
た
。

　
こ
れ
は
世
紀
転
換
期
の
プ
ロ
・
ク
ラ
ブ
の
収
入
が
ほ
ぼ
入
場
料
収
入
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
W
・
ヴ
ァ
ン
プ
リ
ュ
ー
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
ば
、
　
九
〇
〇
年
代
に
お
け
る
リ
ー
グ
に
加
盟
す
る
ク
ラ
ブ
の
総
収
入
の
九
〇
～
九
五
％
は
チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

ク
ラ
ブ
が
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を
運
ぶ
観
客
数
の
減
少
に
直
結
す
る
下
部
リ
ー
グ
へ
の
降
格
を
絶
対
に
避
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
問
の
財
政
格
差
を
克
服
し
て
、
リ
ー
グ
戦
に
お
け
る
激
し
い
競
争
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

リ
ー
グ
全
体
と
し
て
の
入
場
料
収
入
の
増
加
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
財
政
規
則
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
財
政
規
則
は
ク
ラ
ブ
運
営
の
安
定
化
を
意
図
す
る
一
方
で
、
選
手
の
権
利
を
侵
害
す
る
規
則
で
も
あ
っ
た
。
給
与
上
限
を
一
方
的

に
設
定
さ
れ
、
移
籍
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
選
手
は
一
九
〇
七
年
に
選
手
組
合
（
〉
ω
ω
8
蜂
喜
閃
。
。
薄
膜
℃
一
壷
興
ω
．
磐
α
日
邑
津
軽
、
¢
旺
8
、
以
下
P

U
と
略
記
）
を
結
成
し
、
財
政
規
則
の
撤
廃
を
リ
ー
グ
に
対
し
て
求
め
た
。
そ
し
て
世
紀
転
換
期
に
は
、
P
U
と
リ
ー
グ
の
間
で
財
政
規
則
論

争
（
～
九
〇
八
年
～
～
九
一
〇
年
）
が
勃
発
し
た
。

　
論
争
に
お
い
て
は
、
給
与
上
限
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
選
手
側
の
主
張
も
一
部
認
め
ら
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
リ
ー
グ
側
の
主
張
が
通
り
、
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

政
規
則
は
そ
の
後
も
存
続
し
た
。
リ
ー
グ
副
代
表
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
サ
ト
タ
リ
フ
（
○
ロ
巴
Φ
ω
ω
三
。
葭
Φ
）
は
「
互
助
の
精
神
（
ヨ
癖
占
断
Φ
琶
」

　
　
　
　
　
　
⑤

の
重
要
性
を
訴
え
、
富
裕
な
ク
ラ
ブ
や
選
手
に
統
制
を
強
い
る
一
方
で
、
競
争
を
創
出
す
る
こ
と
で
リ
ー
グ
全
体
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
よ
り
重

視
し
、
観
客
に
魅
力
的
な
試
合
を
提
供
す
る
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
で
は
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
独
自
の

　
　
　
　
　
　
　
⑥

論
理
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
こ
の
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
の
論
理
に
よ
る
財
政
規
則
の
正
当
化
を
行
う
上
で
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
し
、
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⑦

リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
世
紀
転
換
期
に
は
論
争
と
は
別
に
、
選
手
側
は
財
政
規
則
の
違
法
性
を
裁
判
所
に
訴
え
る
事
例
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
｝
九
＝
一
年
の
キ

ン
ガ
ビ
ー
判
決
に
よ
っ
て
、
移
籍
規
則
の
合
法
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
労
働
法
や
企
業
法
の
観
点
か
ら
も
財
政
規
則
の
法
的
な
正
当
性
が
認

　
　
　
　
　
⑧

め
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
、
財
政
規
則
に
基
づ
く
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
世
紀
転
換
期
に
確
立
さ
れ
た
。
戦
当
期
に
も
給
与
上
限
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
た

　
　
⑨

も
の
の
、
根
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
財
政
規
則
の
正
当
性
が
入
場
料
収
入
を
基
盤
と
す
る
ク
ラ
ブ
の
収
益
構
造

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
リ
ー
グ
が
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
回
路
を
通
じ
て
そ
の
正
当
性
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
世
紀
転
換
期
の
段
階
で
は
法
的
に
も
そ
の
合
法
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
財
政
規
則
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
と
い
う
閉
鎖
的
な
界
の
中

で
有
効
に
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
愚
問
期
か
ら
戦
後
期
に
か
け
て
、
入
場
料
収
入
以
外
の
収
入
源
の
可
能
性
が
浮
上
す
る
こ
と
で
、

財
政
規
則
を
支
え
た
経
済
的
な
土
台
が
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

二
　
新
た
な
収
入
源
の
浮
上

　
戦
後
期
に
お
い
て
も
、
入
場
料
収
入
が
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
最
大
の
収
入
源
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
の
発

展
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
映
の
開
始
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
経
済
構
造
に
小
さ
く
な
い
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　
ま
ず
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
（
h
。
。
昏
巴
。
。
9
か
ら
み
て
い
く
。
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
対
象
と
し
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
リ
ー
グ
が
結
成
さ
れ
た
一

八
八
○
年
代
か
ら
存
在
し
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
や
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
は
参
加
票
（
O
O
蔦
℃
O
冨
）
の
販
売
・
配
布
・
回
収
を
通
じ
て
、
リ
ー
グ
戦
の
結
果

を
対
象
と
し
た
賭
博
を
主
催
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
二
〇
年
代
に
少
額
の
掛
け
金
で
大
金
が
手
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
プ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
⑩

が
確
立
さ
れ
、
一
九
三
三
年
の
賭
博
法
に
お
い
て
信
用
取
引
に
よ
る
く
じ
の
販
売
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く

じ
の
販
売
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
F
A
や
リ
ー
グ
は
、
主
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
不
正
や
八
百
長
に
繋
が
る
こ
と
を
危
惧
す
る
と
い
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⑪

う
理
由
で
賭
博
に
は
反
対
し
て
お
り
、
保
守
系
の
メ
デ
ィ
ア
や
議
員
と
連
携
し
て
規
制
す
る
方
向
で
動
い
た
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に

は
、
無
許
可
で
リ
ー
グ
戦
を
賭
博
に
利
用
し
て
い
た
く
じ
の
販
売
業
者
を
リ
ー
グ
が
訴
え
る
（
プ
ー
ル
戦
争
）
な
ど
、
販
売
業
者
と
リ
ー
グ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

非
常
に
険
悪
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
期
に
入
る
と
、
賭
博
の
財
源
と
し
て
の
活
用
が
政
府
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
中
で
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
に
対
す
る
風
向
き

が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
一
九
五
一
年
目
刊
行
さ
れ
た
賭
博
に
関
す
る
王
立
委
員
会
（
菌
。
釜
お
。
ヨ
邑
ω
ω
δ
づ
8
b
σ
無
げ
5
卯
い
。
簿
豊
Φ
の
き
α
0
9
。
巨
昌
α
q
）

の
調
査
書
で
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
の
発
展
を
「
一
九
三
三
年
の
賭
博
に
関
す
る
王
立
委
員
会
の
報
告
書
の
刊
行
以
降
の
〔
賭
博
の
］
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

考
え
た
と
き
に
、
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
る
な
ど
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
改
革
の
中
で
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
は
競
馬
と
並
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
重
要
な
位
置
を
し
め
た
。
ま
た
、
政
府
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
の
た
め
の
各
種
調
査
書
の
中
で
も
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
が
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

振
興
の
た
め
の
財
源
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
が
政
治
的
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
、
リ
ー
グ
も
徐
々
に

く
じ
を
収
入
源
と
し
て
活
用
す
る
方
策
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
五
九
年
に
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
胴
元
連
盟
（
勺
。
皇

写
。
5
。
8
凌
〉
ω
ω
8
蜂
δ
p
、
以
下
P
P
T
）
と
の
交
渉
を
通
じ
て
、
総
売
り
上
げ
の
○
・
五
％
（
年
間
約
二
五
万
ポ
ン
ド
）
を
使
用
料
と
し
て
リ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

グ
に
支
払
う
こ
と
と
引
き
替
え
に
、
く
じ
の
販
売
を
公
式
に
認
め
る
と
い
う
合
意
が
P
P
T
と
の
間
に
達
成
さ
れ
た
。

　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
と
並
ん
で
重
要
な
の
が
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
試
合
中
継
で
あ
る
。
B
B
C
（
し
d
狸
婆
じ
d
δ
巴
8
ω
爵
o
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

O
。
后
。
冨
9
口
）
に
よ
っ
て
一
九
二
七
年
に
ラ
ジ
オ
、
一
九
三
八
年
に
テ
レ
ビ
に
よ
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
中
継
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
リ
ー
グ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

入
場
料
収
入
の
減
少
に
繋
が
る
こ
と
を
危
惧
し
、
特
に
テ
レ
ビ
に
よ
る
試
合
申
継
に
は
反
対
し
た
た
め
、
当
初
は
試
合
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

合
後
に
放
送
す
る
形
式
が
中
心
で
あ
っ
た
。
実
際
に
リ
ー
グ
戦
の
総
来
場
者
数
は
一
九
五
〇
／
五
一
年
シ
ー
ズ
ン
の
三
九
七
〇
万
人
か
ら
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
六
四
／
六
五
年
シ
ー
ズ
ン
の
二
七
六
〇
万
人
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
リ
ー
グ
は
I
T
V
（
H
巳
8
Φ
巳
Φ
馨
↓
Φ
δ
＜
邑
。
切
）
が
一
九
五
〇
年
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

提
示
し
た
リ
ー
グ
戦
三
五
試
合
の
生
中
継
に
対
す
る
四
万
ポ
ン
ド
の
放
映
権
料
に
よ
る
契
約
を
一
度
拒
否
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
試
合
を
観
戦
す
る
フ
ァ
ン
の
数
は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
の
生
放
送
は
当
時
最
も
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人
気
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
の
F
A
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
は

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
約
一
千
万
人
に
よ
っ
て
視
聴
さ
れ
、
「
マ
シ
ュ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
し
て
国
民
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
テ
レ
ビ
放
送
の
影
響
力
の
増
加
を

前
に
、
リ
ー
グ
は
妥
協
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
一
九
六
四
年
に
B
B
C
と
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

契
約
（
二
六
試
合
の
生
放
送
に
対
し
て
放
映
権
料
は
四
万
七
千
ポ
ン
ド
）
を
結
ん
だ
。
と
は

い
え
、
六
〇
年
代
の
段
階
で
は
リ
ー
グ
の
得
て
い
た
放
映
権
料
は
少
額
で
あ
り
、
放
映

権
料
収
入
が
ク
ラ
ブ
の
財
政
に
本
格
的
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
七
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

後
半
以
降
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
と
テ
レ
ビ
に
く
わ
え
て
、
サ
ポ
ー
豪
雪
ズ
・
ク
ラ
ブ
の
成
長
も
、

ク
ラ
ブ
運
営
を
財
政
面
か
ら
支
え
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
は
元
々
、
ア
ウ
ェ

イ
・
ゲ
ー
ム
へ
の
遠
征
費
の
積
み
立
て
な
ど
を
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー
の
互
助
組
織
と
し
て

　
　
　
⑮

発
足
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
設
備
の
修
繕
を
行
う
必
要
が
生
じ

る
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄
付
が
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
重
要
な
資
金
源
と

な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
の
賭
博
法
に
よ
っ
て
ス
タ
ジ
ア
ム
内
に
ゲ
ー
ム
・
マ

シ
ー
ン
の
設
置
が
許
可
さ
れ
る
と
、
そ
の
運
営
を
行
う
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
の
重

要
性
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
全
国
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ

ブ
連
盟
（
裳
巴
8
巴
閃
血
塗
巴
曾
o
h
勾
。
。
け
げ
』
Q
。
ロ
薯
。
『
け
輿
ω
．
Ω
昌
ω
）
の
総
加
盟
者
数
は
一

　
　
　
　
　
　
⑳

五
〇
万
人
に
達
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
の
寄
付
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
が
得
る
収
入

は
、
一
九
六
四
／
六
五
年
シ
ー
ズ
ン
の
段
階
で
ク
ラ
ブ
収
入
の
約
一
六
％
に
達
し
て
い
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一←1部（全選手平均）

＋1部（スタメン平均）

＋リーグ全体（全選手平均）

→←リーグ全体（スタメン平均）

一＋一工場労働者

＋全労働者
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2，000

1，500

1，000

鵬
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　　　　　　　　　　　　　　図2　プロ・フットボール選手の平均年俸の推移

単位はポンド。PEP（1966），　p．131；Department　of　Employment（1971），　British　Labour　Statistics：

Historical．Abstract　1886－1968，　London：Her　Majesty’s　Stationery　Offlce，　pp．100－103より作成。

た
。　

争
議
が
行
わ
れ
て
い
た
五
〇
年
代
～
六
〇
年
代
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
収

入
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
収
益
規
模
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
か
っ

　
⑳
た
が
、
入
場
者
数
の
減
少
と
併
せ
て
考
え
る
と
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
争
議
を
通
じ
て
選
手
の
平
均
給
与
は
上
昇
し
、
ク
ラ
ブ
の
支
出
を
圧
迫
し
た
。

　
勺
○
節
ぎ
賦
磐
傷
国
0
8
0
B
ド
霊
輿
巨
口
ぴ
q
（
政
治
・
経
済
に
関
す
る
調
査
を
手
が
け
る
調

査
団
体
。
以
下
P
E
P
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
部
リ
ー
グ
の
場
合
に
は
給
与
支
出
が

一
九
五
五
／
五
六
年
か
ら
一
九
六
四
／
六
五
年
の
一
〇
年
間
で
倍
増
（
八
万
二
千
ポ

ン
ド
か
ら
一
六
万
九
千
ポ
ン
ド
）
し
た
の
に
対
し
て
、
入
場
料
収
入
も
チ
ケ
ッ
ト
代
の

値
上
げ
に
よ
っ
て
｝
五
〇
％
（
二
四
万
ポ
ン
ド
か
ら
三
七
万
ポ
ン
ド
）
増
加
し
て
い
る
。

一
方
で
、
二
部
リ
ー
グ
の
場
合
に
は
給
与
の
二
五
〇
％
増
（
五
万
六
千
ポ
ン
ド
か
ら
一

二
万
八
千
ポ
ン
ド
）
に
対
し
て
、
入
場
料
収
入
は
一
二
〇
％
増
（
　
四
万
ポ
ン
ド
か
ら
｝

六
万
六
千
ポ
ン
ド
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
年
問
四
万
ポ
ン
ド
近
い

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
か
ら
の
収
益
は
新
た
な
収
入
源
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
く

じ
や
テ
レ
ビ
か
ら
あ
が
っ
て
く
る
収
益
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
戦
後
期
に
新
た
な
収
入
源
が
浮
上
し
、
伝
統
的
な
リ
ー

グ
の
収
益
構
造
が
変
容
す
る
な
か
で
、
財
政
規
則
を
巡
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
が
勃

発
し
た
の
は
必
然
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
収
入
源
の
出
現
が
重
要
な
の
は
、
単
に
リ
ー
グ
の
収
益
構
造
に
影
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響
を
与
え
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
は
モ
ラ
ル
の
問
題
と
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
健
全
性
を
揺
さ
ぶ
り
か
ね
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
は
新
た
な
収
益
源
と
な
る
可
能
性
を
秘

め
る
一
方
で
、
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
観
客
を
引
き
離
す
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
、
産
業
と
し
て
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
揺

さ
ぶ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
財
政
規
則
を
争
点
と
し
た
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
は
、
単
な
る
選
手
の
契
約
・
給
与
に
関
す
る
問

題
に
隈
ら
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
全
体
を
巡
る
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
以
下
の
世
紀
転
換
期
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
財
政
規
則
の
歴
史
の
詳
細
に

　
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
藤
井
（
二
〇
〇
七
〉
、
六
四
～
六
六
頁
。

②
財
政
規
則
を
採
弱
し
な
か
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
リ
ー
グ
に
比
べ
て
、
リ
ー

　
グ
の
方
が
よ
り
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
優
勝
争
い
に
絡
ん
で
い
る
。
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o
9
β
⊃
匹
r
①
p
・
讐
ρ
℃
P

　
一
一
山
b
っ
．

⑥
利
益
最
大
化
よ
り
も
効
用
最
大
化
を
重
視
す
る
運
営
方
針
に
つ
い
て
は
以
下
の

　
研
究
な
ど
も
参
照
。
出
密
（
卜
。
O
O
b
。
）
噛
薯
．
弾
琴
①
．

⑦
藤
井
（
二
〇
〇
七
）
、
八
五
～
九
〇
頁
。

⑧
ア
ス
ト
ン
・
ヴ
ィ
ラ
に
所
属
し
て
い
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
キ
ン
ガ
ビ
ー

　
（
じ
臼
。
乏
同
窪
8
凪
ぎ
『
Q
普
畷
）
が
ク
ラ
ブ
を
退
団
後
、
南
部
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
で
所

　
属
先
を
探
そ
う
と
し
た
際
に
、
旧
所
属
ク
ラ
ブ
の
ア
ス
ト
ン
・
ヴ
ィ
ラ
が
キ
ン
ガ

　
ビ
ー
と
契
約
し
よ
う
と
す
る
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
移
籍
金
の
支
払
い
を
求
め
た
。
そ

　
れ
に
対
し
て
キ
ン
ガ
ビ
ー
は
、
ア
ス
ト
ン
・
ヴ
ィ
ラ
を
退
団
し
た
自
分
は
移
籍
規

　
則
に
基
づ
く
移
籍
金
が
発
生
し
な
い
と
主
張
し
、
ア
ス
ト
ン
・
ヴ
ィ
ラ
を
相
手
取

　
っ
て
高
等
裁
判
所
に
訴
え
を
起
こ
し
て
い
た
。
移
籍
規
則
の
合
法
性
を
考
え
る
上

　
で
重
要
な
判
例
な
判
例
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
竈
僑
§
ミ
舞
卜
。
Q
。
窯
輿
。
ぴ

　
一
㊤
お
．

⑨
　
争
議
に
突
入
し
た
一
九
四
五
年
の
時
点
で
、
給
与
上
限
は
世
紀
転
換
期
の
週
給

　
四
ポ
ン
ド
か
ら
週
給
八
ポ
ン
ド
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑩
匹
。
訂
益
O
。
×
甲
9
＜
Φ
ぎ
ω
ω
Φ
一
一
p
。
巳
乏
「
往
く
鋤
ヨ
鳳
Φ
妻
（
①
費
）
（
b
。
O
O
ト
っ
）
噛

　
寧
N
遷
乳
9
ミ
貯
上
し
噂
ミ
帆
簿
き
。
さ
ミ
ト
倒
。
巳
。
泣
男
「
零
匠
O
曽
ω
ω
．
箸
．
誌
？
嵌
ρ

⑪
甲
閃
．
》
げ
巴
（
お
O
轟
）
＼
．
穿
①
開
。
。
三
二
ぼ
く
興
．
．
、
さ
§
凡
§
鳶
、
恥
蓄
§
ミ
’

　
く
。
良
心
、
O
O
．
卜
。
刈
？
卜
。
刈
。
。
「

⑫
寄
ω
ω
Φ
箕
｝
O
O
刈
V
も
℃
］
8
－
δ
①
9

⑬
園
。
《
巴
O
o
ヨ
昆
鋒
§
8
じ
q
Φ
陛
陸
ぎ
ぴ
q
’
い
g
8
幕
ω
磐
住
の
蝉
鼠
鄭
四
（
お
㎝
じ
亀
↓
ぎ

　
肉
魯
ミ
聾
ミ
沁
ミ
ミ
O
§
ミ
駐
隔
帖
§
§
し
ロ
ミ
§
鱗
卜
9
尉
、
㌧
塁
§
織
O
ミ
ミ
蹟

　
N
㎏
職
℃
6
ト
い
○
巳
。
臣
国
①
同
声
鉱
Φ
ω
蔓
．
ω
ω
叶
疑
8
Φ
蔓
○
臨
8
喝
P
ω
轡

⑭
○
巨
ω
8
9
賢
士
貰
6
。
。
。
。
）
畢
き
馨
、
§
塁
冨
鴨
ぎ
§
塗
上
公
園
↓
閃
ミ

　
ζ
雪
魯
Φ
ω
8
け
窯
磐
9
Φ
ω
け
興
d
眠
く
巽
ω
［
受
写
①
ω
ρ
P
嵩
．

⑮
例
え
ば
U
「
O
．
竃
。
ぼ
濤
受
（
お
O
b
。
）
▼
9
、
ミ
ミ
O
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
冨
凡
駄
言
憩
。
ミ

　
ミ
ミ
、
野
蚕
討
ミ
沁
§
鳶
ミ
賊
。
謡
§
O
ミ
ミ
識
霧
ミ
§
偽
咋
ミ
隷
肉
国
ミ
。
鷺
、
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し
u
騨
盤
景
㈹
7
弩
一
¢
巴
く
興
。
。
閂
礎
o
h
ゆ
冒
巳
ぎ
ゆ
q
置
§
■
O
P
一
一
ゐ
ρ
O
①
冨
窓
蓋
Φ
曇
O
h

　
円
島
g
童
戯
8
選
α
ω
q
Φ
円
Φ
（
一
㊤
①
G
。
）
．
謁
魯
ミ
神
職
ミ
鴨
O
§
§
N
ミ
題
§
さ
ミ
い
ミ
ト

　
ピ
8
α
8
”
鵠
興
竃
鉱
Φ
。
。
昌
．
。
り
G
o
け
薮
。
需
蔓
○
塗
8
噂
b
P
二
月
山
b
。
9

⑯
≧
磐
田
多
望
〇
二
6
§
噂
冬
＼
§
隷
鴨
、
ミ
§
富
轟
ミ
、
い
。
巳
。
開
℃
①
圏
9
ヨ

　
ゆ
o
o
医
’
0
9
刈
0
1
刈
P

⑰
一
九
三
〇
年
代
に
は
一
〇
〇
試
合
以
上
が
ラ
ジ
オ
で
中
継
さ
れ
て
い
る
。

　
図
自
ω
ω
Φ
閏
（
む
ミ
）
．
P
δ
①
．

⑱
℃
。
蕾
《
葛
㊤
。
。
）
も
p
刈
O
為
一
・

⑲
寄
ω
ω
Φ
資
お
ゆ
刈
V
も
山
O
メ

⑳
℃
国
℃
（
お
①
O
）
も
p
δ
b
。
山
罵

⑳
ぽ
覧
。
二
N
O
O
G
。
）
も
』
①
。
。
．

⑫
　
リ
ー
グ
が
中
継
に
反
対
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
F
A
は
貴
重
な
収
入
源
と
し

　
て
テ
レ
ビ
中
継
を
活
用
し
て
お
り
、
売
り
上
げ
が
ク
ラ
ブ
に
分
配
さ
れ
ず
F
A
の

　
収
入
と
な
る
F
A
カ
ッ
プ
の
決
勝
は
テ
レ
ビ
マ
ッ
チ
の
代
名
詞
的
存
在
で
あ
っ
た
。

　
即
二
ω
ω
Φ
岸
（
H
8
刈
）
℃
．
一
ω
ρ

⑬
ω
謬
言
ぎ
讐
ω
P
Φ
。
。
Q
。
）
’
密
禽
～
ミ
き
ミ
い
ミ
ミ
ミ
き
Q
さ
謡
§
o
さ
譜
掩

　
い
8
鳥
g
”
≦
ヨ
。
≦
ゆ
o
o
『
噂
O
P
お
。
。
山
8
9

⑳
　
一
九
七
八
年
に
リ
ー
グ
は
B
B
C
・
I
T
V
と
の
問
に
四
年
で
九
二
〇
万
ポ
ン

　
ド
の
放
映
権
料
契
約
を
結
ん
だ
。
日
鋤
覧
。
同
（
N
O
O
O
。
）
”
や
N
Φ
P

⑱
↓
錯
δ
二
卜
。
O
O
。
。
）
．
P
H
努

⑯
℃
国
℃
（
お
①
9
、
O
」
撃

⑳
　
一
部
リ
ー
グ
で
一
割
強
、
二
部
以
下
の
リ
ー
グ
で
二
割
強
。
勺
国
℃
篇
Φ
①
O
）
’
P

　
嵐
H
．

⑱
　
三
部
以
下
も
二
部
と
詞
様
の
状
況
に
あ
っ
た
。
℃
国
℃
（
一
〇
Φ
9
・
P
一
月
・
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第
二
章
　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議

一
　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
の
経
過
と
争
点

　
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
の
発
端
は
第
二
次
大
戦
中
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
四
四
年
に
、
P
U
の
幹
事
だ
っ
た
ジ
ミ
ー
・
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

イ
（
｝
一
目
B
団
　
閃
P
く
）
が
リ
ー
グ
に
対
し
て
、
週
給
ニ
ポ
ン
ド
に
設
定
さ
れ
て
い
た
戦
時
の
給
与
上
限
の
引
き
上
げ
を
求
め
た
。
こ
の
訴
え
を
き

っ
か
け
に
、
フ
ェ
イ
と
後
に
P
U
の
代
表
に
就
任
す
る
ジ
ミ
ー
・
ガ
ス
リ
ー
（
鼠
ヨ
ヨ
《
O
舜
ぎ
Φ
）
が
中
心
と
な
っ
て
P
U
の
活
動
が
再
び
活
発

　
　
②

化
し
た
。

　
ま
た
、
戦
闘
期
に
お
け
る
海
外
の
プ
ロ
・
リ
ー
グ
へ
の
選
手
の
移
籍
の
増
加
も
P
U
の
活
動
活
発
化
に
間
接
的
な
影
響
を
与
え
た
。
葦
間
期

に
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
ク
ラ
ブ
が
、
さ
ら
に
戦
後
期
に
な
る
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ク
ラ
ブ
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ブ
か
ら
優
秀



戦後期イングランドにおけるプロ　フットボールの社会的文脈の変化（藤井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
選
手
を
引
き
抜
く
事
例
が
増
加
し
た
。
そ
の
際
、
海
外
の
ク
ラ
ブ
は
財
政
規
則
の
影
響
を
受
け
な
い
た
め
、
高
額
の
契
約
金
と
給
与
を
提
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
も
選
手
の
聞
に
財
政
規
則
に
対
す
る
不
満
を
増
幅
さ
せ
た
。

　
大
戦
が
終
結
す
る
と
す
ぐ
に
、
ガ
ス
リ
ー
と
フ
ェ
イ
が
中
心
に
な
っ
て
P
U
は
活
動
を
本
格
的
に
再
開
し
、
財
政
規
則
の
改
革
に
よ
る
選
手

の
待
遇
改
善
を
求
め
て
リ
ー
グ
と
交
渉
を
行
っ
た
。
P
U
側
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
示
唆
す
る
一
方
で
、
労
働
省
に
対
し
て
公
式
に
仲
裁
を
求
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

労
働
大
臣
G
・
A
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
（
○
Φ
o
薦
①
≧
静
a
H
も
・
器
∩
ω
）
も
支
援
を
約
束
し
た
た
め
、
リ
ー
グ
と
P
U
の
交
渉
は
労
働
省
の
仲
裁
下
で
労

働
争
議
と
し
て
展
開
し
た
。
争
議
は
何
度
か
中
断
を
挟
み
な
が
ら
約
二
〇
年
間
断
続
的
に
続
い
た
が
、
主
に
三
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
第
一
期
（
一
九
四
五
年
～
一
九
四
七
年
）
に
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
最
大
給
与
規
則
が
定
め
る
給
与
上
限
（
一
九
四
五
年
時
点
で
週
給
八
ポ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
緩
和
す
る
こ
と
、
お
よ
び
規
則
の
改
定
に
つ
い
て
交
渉
す
る
た
め
の
恒
常
的
な
共
同
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
P
U
と
リ
ー
グ
の

交
渉
は
一
九
四
六
年
九
月
に
行
わ
れ
た
が
不
調
に
終
わ
っ
た
た
め
、
労
働
省
が
争
議
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働
省
は
四
七
年
二
月
に

ト
リ
ン
ト
ン
卿
を
議
長
と
す
る
仲
裁
廷
（
Z
9
。
口
8
臥
＞
N
σ
貯
盛
自
↓
善
⊆
邑
）
を
招
集
し
た
。
リ
ー
グ
と
P
U
に
聴
取
を
行
っ
た
仲
裁
廷
は
、
三

月
に
第
九
四
二
号
裁
定
を
下
し
、
給
与
上
限
の
緩
和
（
週
給
八
ポ
ン
ド
か
ら
一
ニ
ポ
ン
ド
へ
）
と
共
同
交
渉
機
構
の
設
立
を
リ
ー
グ
に
対
し
て
提

　
　
⑦

言
し
た
。

　
こ
の
裁
定
を
う
け
て
リ
ー
グ
は
同
年
の
年
次
総
会
に
お
い
て
給
与
上
限
を
一
陽
ポ
ン
ド
に
引
き
上
げ
た
。
そ
の
一
方
で
、
共
同
交
渉
機
構
の

設
立
に
関
す
る
リ
ー
グ
と
P
U
の
交
渉
は
難
航
し
た
た
め
、
問
題
は
第
二
期
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

　
つ
づ
く
第
二
期
（
一
九
四
八
年
～
　
九
五
二
年
）
に
お
い
て
は
、
ま
ず
一
九
四
八
年
の
年
末
か
ら
翌
四
九
年
初
頭
に
か
け
て
、
共
同
交
渉
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
設
立
と
選
手
の
福
利
面
の
充
実
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ー
グ
と
P
U
の
間
で
五
度
に
わ
た
る
会
合
が
開
か
れ
た
。
会
合
に
お
い
て
、
年
金
基
金
や

職
業
訓
練
の
導
入
に
関
し
て
は
前
向
き
に
議
論
が
進
め
ら
れ
た
が
、
共
同
交
渉
機
構
の
設
立
、
お
よ
び
リ
ー
グ
請
願
委
員
会
（
選
手
の
移
籍
・

契
約
・
給
与
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
リ
ー
グ
の
機
関
）
へ
の
弁
護
士
の
同
席
に
関
し
て
は
、
リ
ー
グ
側
が
採
用
に
消
極
的
な
態
度
を
示
し
た

13　（755）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
め
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
P
U
は
再
び
労
働
省
に
争
議
へ
の
介
入
を
求
め
、
労
働
省
も
そ
れ
に
答
え
て
調
停
の
た
め
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

談
を
行
う
と
リ
ー
グ
に
通
達
し
た
。

　
一
九
四
九
年
三
月
一
四
日
に
行
わ
れ
た
り
ー
グ
、
P
U
、
F
A
、
労
働
省
の
早
言
会
談
を
経
て
、
同
年
四
月
二
八
日
に
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
た
め
の
共
同
委
員
会
（
Q
り
欝
降
臼
p
α
q
旨
9
簿
O
o
罠
B
馨
Φ
①
、
以
下
S
J
C
）
が
常
設
の
共
同
交
渉
機
構
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
S
J
C
は
F
A
、

リ
ー
グ
、
P
U
の
代
表
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
が
、
S
J
C
に
お
い
て
問
題
解
決
が
不
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
大
臣
の
仲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

裁
に
委
ね
る
と
さ
れ
、
労
働
省
も
お
目
付
役
と
し
て
S
J
C
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
一
九
四
九
年
五
月
以
降
は
、
S
J
C
に
お
い
て
リ
ー
グ
と
P
U
の
交
渉
は
進
め
ら
れ
、
年
金
基
金
や
職
業
訓
練
の
導
入
な
ど
に
関

す
る
議
論
の
進
展
が
み
ら
れ
た
。
一
方
で
、
移
籍
規
則
に
よ
っ
て
ク
ラ
ブ
に
認
め
ら
れ
た
契
約
終
了
時
の
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
の
廃
止
な
ど
リ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

グ
が
頑
に
反
対
す
る
項
目
に
関
し
て
は
、
S
J
C
で
は
ほ
と
ん
ど
成
果
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
P
U
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

続
き
に
従
っ
て
、
四
九
年
六
月
に
労
働
省
に
対
し
て
仲
裁
を
請
願
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
一
九
四
九
年
の
段
階
で
は
、
労
働
省
は
S
J
C
内
で
の
解
決
を
重
視
し
一
度
は
介
入
を
拒
ん
だ
が
、
翌
一
九
五
〇
年
九
月
に
再
び
仲
裁
の
誓

願
が
な
さ
れ
る
と
重
い
腰
を
上
げ
、
五
一
年
七
月
に
リ
ー
グ
・
P
U
・
F
A
の
三
者
を
招
集
し
、
選
手
の
契
約
と
労
働
状
況
に
関
す
る
調
査
委

員
会
（
O
o
ヨ
匿
暮
Φ
Φ
9
珍
く
①
ω
官
記
け
δ
巳
ヨ
。
曽
⊆
登
口
窪
8
菊
罐
p
。
村
臼
宗
門
Φ
↓
謹
白
ω
き
α
0
0
滋
ぼ
○
諺
o
h
＞
ω
ω
o
。
一
堂
霞
閃
o
o
け
σ
p
。
＝
四
白
①
勝
）
の
発
足
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

決
定
し
た
。
産
業
裁
判
所
（
貯
曾
の
窪
巴
O
。
葺
）
代
表
の
」
・
フ
ォ
ス
タ
ー
を
議
長
と
す
る
調
査
委
員
会
は
、
ク
ラ
ブ
の
財
政
や
選
手
の
給
与
・

移
籍
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
調
査
団
体
（
P
E
P
）
に
委
託
す
る
と
同
時
に
、
リ
ー
グ
・
P
U
・
F
A
を
対
象
と
し
た
聴
聞
会
を
実
施
し
た
。

　
調
査
委
員
会
に
よ
る
聴
聞
会
は
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
一
五
日
か
ら
＝
一
月
一
〇
日
に
か
け
て
計
八
回
行
わ
れ
た
。
聴
聞
会
は
リ
ー
グ
、
F

A
、
P
U
が
事
前
に
提
出
し
た
要
望
書
に
く
わ
え
て
、
P
E
P
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
す
る
調
査
資
料
を
基
に
進

　
　
　
⑬

め
ら
れ
た
。
特
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
福
利
制
度
（
年
金
基
金
と
職
業
訓
練
）
の
導
入
、
財
政
規
則
の
改
定
、
請
願
委
員
会
へ
の
P
U
の
代
表

者
（
弁
護
士
）
の
出
席
権
で
あ
る
。
翌
一
九
五
二
年
に
発
行
さ
れ
た
委
員
会
の
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
S
J
C
に
お
い
て
既
に
ほ
ぼ
合
意
が
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な
さ
れ
て
い
た
福
利
制
度
の
充
実
が
確
認
さ
れ
た
一
方
で
、
リ
ー
グ
側
が
反
対
し
て
い
た
残
り
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
と
し
て
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

正
を
強
要
し
な
い
と
い
う
結
論
が
く
だ
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
第
一
期
に
続
い
て
、
P
U
は
限
定
的
な
待
遇
の
改
善
を
勝
ち
取
る
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
。

　
第
二
期
以
降
、
争
議
は
一
九
六
〇
年
ま
で
中
断
し
た
が
、
そ
の
間
に
P
U
は
一
九
五
四
年
の
労
働
組
合
会
議
（
T
U
C
）
へ
の
加
盟
、
五
七

年
掛
新
代
表
ジ
ミ
ー
・
ヒ
ル
（
旨
ヨ
8
《
国
邑
と
新
幹
事
タ
リ
フ
・
ロ
イ
ド
（
Ω
藻
ご
。
且
）
の
就
任
、
五
八
年
掛
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手

協
会
（
牢
O
匿
ω
巴
8
巴
句
O
O
け
び
鋤
目
Φ
房
、
〉
ω
の
O
O
邸
け
δ
づ
、
以
下
P
F
A
と
略
記
）
へ
の
改
名
な
ど
を
行
っ
た
。
新
代
表
に
就
任
し
た
ヒ
ル
は
T
U
C
と
の

連
携
を
模
索
す
る
一
方
で
、
P
F
A
へ
の
改
名
に
よ
っ
て
、
労
働
組
合
運
動
と
の
連
携
を
重
視
し
た
前
代
表
の
ガ
ス
リ
ー
時
代
に
積
み
上
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

き
た
P
U
の
労
働
組
合
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
極
力
表
に
出
さ
な
い
方
針
を
と
っ
た
。

　
ヒ
ル
に
よ
る
改
革
を
経
て
、
争
議
が
再
開
さ
れ
た
第
三
期
（
一
九
六
〇
年
～
一
九
六
四
年
）
に
お
い
て
は
、
交
渉
は
P
F
A
の
ベ
ー
ス
で
進
め

ら
れ
た
。
一
九
六
〇
年
後
半
か
ら
一
九
六
一
年
年
初
頭
に
か
け
て
、
P
F
A
、
リ
ー
グ
、
労
働
省
の
三
者
は
交
渉
を
続
け
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
を

有
効
に
利
用
す
る
ヒ
ル
の
戦
略
が
膚
効
に
働
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
六
一
年
一
月
一
七
日
の
会
合
に
お
い
て
、
つ
い
に
最
大
給
与
規
則
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

面
廃
止
を
リ
ー
グ
に
認
め
さ
せ
た
。
同
時
に
、
労
働
党
の
庶
民
院
議
員
で
あ
る
E
・
ス
ミ
ス
を
中
立
の
議
長
と
す
る
新
た
な
共
同
交
渉
機
構

（
宣
簿
乞
£
。
け
舜
喜
ζ
鴛
『
差
等
、
以
下
J
N
M
と
略
記
）
の
発
足
も
決
定
し
た
。
争
議
の
第
一
期
か
ら
一
五
年
、
そ
し
て
世
紀
転
換
期
の
財
政

規
則
論
争
か
ら
半
世
紀
の
時
を
経
て
、
P
F
A
は
よ
う
や
く
組
織
と
し
て
の
目
的
（
財
政
規
則
の
廃
止
）
を
達
成
す
る
大
き
な
成
果
を
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ま
た
、
移
籍
規
則
に
関
し
て
も
、
一
九
六
三
年
の
イ
ー
サ
ム
判
決
が
契
機
と
な
っ
て
改
革
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ー
サ
ム
判
決
に
お
い

て
裁
判
長
ウ
ィ
ル
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
、
移
籍
規
則
の
中
で
も
、
契
約
を
延
長
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
ク
ラ
ブ
側
の
み
が
保
有
す
る
と
定
め
た
保
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

制
度
（
増
Φ
け
⇔
一
口
　
ω
《
の
け
Φ
ヨ
）
が
「
権
能
外
（
葺
冨
爵
Φ
ω
）
」
で
あ
る
判
断
し
、
リ
ー
グ
に
対
し
て
規
則
の
改
定
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
つ
ま
り
、

世
紀
転
換
期
の
キ
ン
ガ
ビ
ー
判
決
の
時
点
で
は
司
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
移
籍
規
則
の
合
法
性
の
根
拠
が
、
イ
ー
サ
ム
判
決
に
よ
っ
て
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一
部
で
は
あ
る
が
崩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
の
経
過
を
た
ど
っ
て
き
た
。
争
議
全
体
を
貫
く
論
点
は
、
大
き
く
分
け
て
、
①
財
政
規
則
の
改
定
・

廃
止
、
②
伝
統
的
な
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
も
つ
閉
鎖
性
の
打
破
、
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
最
大
給
与
規
則
の
廃

止
、
移
籍
規
則
の
改
定
に
よ
っ
て
選
手
側
の
待
遇
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
成
果
を
え
た
。
ま
た
、
後
者
に
関
し
て
も
、
中
立
の

議
長
を
す
え
た
共
同
交
渉
機
構
が
発
足
し
た
。

　
そ
の
｝
方
で
、
ウ
ェ
グ
や
テ
イ
ラ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ー
サ
ム
判
決
後
を
経
て
も
移
籍
規
則
自
体
は
存
続
し
、
契
約
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ク
ラ
ブ
側
の
優
位
は
保
た
れ
た
。
ま
た
、
J
N
M
の
設
立
に
よ
っ
て
リ
ー
グ
と
P
F
A
の
交
渉
は
円
滑
化
し
た
が
、
最
終
的
に
規
則
の
変
更
を

決
定
す
る
リ
ー
グ
運
営
委
員
会
に
は
、
選
手
側
の
代
表
者
が
出
席
・
投
票
す
る
権
利
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
リ
ー
グ
の
閉
鎖
的
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
根
本
的
に
改
革
さ
れ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
特
に
後
者
の
論
点
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
革
を
考
え
る
上
で
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
歌
書
で
詳
細
に
検
討
す
る
。

二
　
争
議
に
お
け
る
リ
ー
グ
・
P
U
・
労
働
省
の
ス
タ
ン
ス

　
本
節
で
は
労
働
省
文
書
を
主
な
史
料
と
し
て
利
用
し
な
が
ら
、
争
議
に
お
け
る
リ
ー
グ
、
P
U
（
P
F
A
）
、
労
働
省
の
言
説
の
分
析
を
通
じ

て
、
三
者
の
財
政
規
則
、
お
よ
び
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
、
P
U
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
み
て
い
く
。
た
だ
し
、
争
議
に
お
け
る
ス
タ
ン
ス
を
考
察
す
る
前
に
注
意
が
必
要
な
の
は
、
全
て
の
プ
ロ
・

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
P
U
（
P
F
A
）
首
脳
陣
の
方
針
を
支
援
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
選
手
の
中
に
も
、
ス

タ
ン
レ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
（
ω
属
国
P
一
Φ
く
　
竃
9
0
け
臼
Φ
≦
ω
）
や
ナ
ッ
ト
・
ロ
フ
ト
ハ
ウ
ス
（
乞
碧
ピ
。
⇒
ぎ
¢
ω
①
）
の
よ
う
に
、
P
U
（
P
F
A
）
首
脳
陣
の

リ
ー
グ
に
対
す
る
好
戦
的
な
態
度
に
積
極
的
に
は
賛
同
し
な
い
「
旧
帯
代
」
の
選
手
達
が
存
在
し
た
。

　
例
え
ば
、
ロ
ニ
i
・
ク
ラ
イ
ト
ン
（
菊
・
匿
2
Ω
躇
8
p
）
は
争
議
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
一
九
六
〇
年
に
出
版
し
た
自
伝
の
中
で
、

16　（758）



戦後期イングランドにおけるプロ・フットボールの社会的文脈の変化（藤井）

「
ゲ
ー
ム
に
全
て
を
捧
げ
る
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
る
選
手
は
、
サ
ッ
カ
ー
（
ω
0
8
興
）
の
奴
隷
（
ω
奪
Φ
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
［
通
常
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

味
で
の
奴
隷
と
は
］
全
く
別
物
で
あ
る
が
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ト
ン
は
「
奴
隷
」
と
い
う
言
葉
を
否
定
的
な
意
味
で
は
な
く
、
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
身
を
捧
げ
る
選
手
の
誇
り
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
っ
て
お
り
、
そ
の
献
身
的
な
態
度
こ
そ
が
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
～
般
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
り
も
高
額
な
報
酬
と
地
位
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
実
際
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
代
表
に
選
出
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
選
手
の
一
部
も
、
生
計
を
立
て
る
た
め
に
副
業
を
行
っ
て
い
た
。

例
え
ば
、
ジ
ャ
ッ
キ
i
・
ミ
ル
バ
ー
ン
（
冨
。
匹
①
ζ
ま
蝿
讐
）
は
ク
ラ
ブ
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
理
解
を
示
し
つ
つ
、
選
手
は
自
ら
の
能
力
を
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
し
て
テ
レ
ビ
の
出
演
料
な
ど
ク
ラ
ブ
か
ら
の
給
与
以
外
の
収
入
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
「
旧

世
代
」
の
選
手
達
は
、
伝
統
的
な
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組
み
の
中
で
、
給
与
上
限
の
緩
和
や
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。

　
　
方
で
ガ
ス
リ
ー
や
ヒ
ル
ら
改
革
派
の
選
手
達
は
、
リ
ー
グ
の
保
守
性
・
閉
鎖
性
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
。
ガ
ス
リ
ー
と
ヒ
ル
は
と
も
に
、

外
部
の
法
的
権
威
（
労
働
省
・
弁
護
士
）
を
争
議
に
介
入
さ
せ
る
こ
と
で
、
閉
鎖
的
な
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
革
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、

第
二
期
の
調
査
委
員
会
に
お
い
て
、
ガ
ス
リ
ー
は
聴
聞
会
の
内
容
を
メ
デ
ィ
ア
へ
公
開
す
る
こ
と
、
お
よ
び
聴
聞
会
へ
の
弁
護
士
の
同
席
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
て
い
る
。
荊
者
に
関
し
て
は
リ
ー
グ
の
強
い
反
対
も
あ
り
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
後
者
に
関
し
て
は
P
U
の
主
張
が
通
り
聴
聞
会
へ
の
弁
護

士
の
同
席
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
三
期
に
お
い
て
ヒ
ル
も
、
J
N
M
の
議
長
に
中
立
の
人
物
（
E
・
ス
ミ
ス
）
を
据
え
る
こ
と
を
主
張
す

る
と
と
も
に
、
規
則
の
改
訂
を
行
う
リ
ー
グ
年
次
総
会
に
P
F
A
代
表
者
と
し
て
弁
護
士
が
出
席
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
争
議
に
お
け
る
P
U
（
P
F
A
）
の
代
表
を
務
め
た
二
人
は
と
も
に
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
閉
鎖
的
な
体
質
を
変
革
す
る
た
め
に
外
部
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

威
を
頼
る
点
で
共
通
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
｝
方
で
、
労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
に
固
執
し
た
P
U
時
代
の
代
表
ガ
ス
リ
ー
と
、
P
F
A
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
改
名
を
実
行
し
、
選
手
は
労
働
者
で
は
な
く
高
い
技
術
を
有
し
た
専
門
職
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
た
ヒ
ル
と
で
は
、
争
議
に
お
け
る
戦

略
の
柔
軟
性
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
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ガ
ス
リ
ー
は
P
U
の
代
表
者
と
し
て
一
九
五
一
年
の
聴
聞
会
に
お
い
て
、
同
席
し
た
弁
護
士
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ョ
ウ
ク
ロ
ス

（
9
幹
8
幕
「
ω
冨
≦
臼
。
ω
ω
）
と
と
も
に
、
「
ポ
ス
ト
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
時
代
（
o
・
ω
瓜
。
。
普
毘
α
躇
ω
）
」
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
放
映
権
料
や
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
く
じ
と
い
っ
た
新
た
な
収
益
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
を
改
善
す
れ
ば
、
財
政
規
則
な
し
で
も
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
安
定
的
な
運
営
を
行
え
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
産
業
構
造
の
改
革
を
伴
う
規
則
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
若
者
達
が
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
を
魅
力
的
な
職
業
だ
と
認
識
し
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
な
ど
共
産
圏
で
し
か
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
奉
仕
義
務
を
選
手
（
「
農
奴
ω
Φ
「
団
」
と
表
現
）
に
課
す
リ
ー
グ
の
保
守
的
な
運
営
方
針

　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
危
険
性
を
訴
え
た
。

　
そ
う
し
た
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
構
造
改
革
を
実
行
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ガ
ス
リ
ー
は
労
働
法
の
観
点
か
ら
財
政
規
則
の
違
法
性
を
訴

え
る
戦
略
を
と
っ
た
。
労
働
省
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
へ
の
介
入
、
お
よ
び
P
U
の
T
U
C
へ
の
加
盟
を
実
現
し
た
ガ
ス
リ
ー
は
、
世
紀
転
換

期
か
ら
続
く
P
U
の
基
本
戦
略
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
最
大
給
与
の
緩
和
や
福
利
制
度
の
充
実
な
ど
の
成
果
を
勝
ち
と
っ
た
。
し
か
し
、
「
P
U

目
労
働
組
合
」
と
い
う
古
典
的
な
枠
組
み
か
ら
脱
却
で
き
な
か
っ
た
ガ
ス
リ
ー
は
、
財
政
規
則
の
廃
止
や
実
行
力
を
伴
う
共
同
交
渉
機
構
の
設

立
と
い
っ
た
P
U
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
P
U
の
内
部
で
も
徐
々
に
ガ
ス
リ
ー
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

働
組
合
路
線
へ
の
不
満
が
高
ま
り
、
最
終
的
に
は
代
表
を
辞
任
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　
一
方
で
ガ
ス
リ
ー
の
後
を
継
い
だ
ヒ
ル
も
、
選
手
は
財
政
規
則
と
い
う
不
公
正
な
規
則
に
よ
っ
て
不
正
に
権
利
を
制
約
さ
れ
て
お
り
、
最
大

給
与
規
則
を
廃
止
し
能
力
主
義
（
ヨ
Φ
民
洋
O
O
古
制
O
く
）
を
導
入
す
る
こ
と
が
選
手
の
地
位
改
善
に
は
絶
対
に
必
要
だ
と
主
張
し
た
点
で
は
か
ス
リ
ー

　
　
　
　
　
　
⑳

と
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ル
の
方
針
に
賛
同
し
て
い
た
ト
ム
・
フ
ィ
ニ
ー
（
↓
O
昌
P
　
閃
一
降
口
①
団
）
は
一
九
六
〇
年
に
出
版
し
た
自
伝
の
中
で
、

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
未
来
は
、
高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
若
者
を
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
惹
き
つ
け
よ
う
と
す
る
我
々
の
努
力
に
全

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

面
的
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
財
政
規
則
の
廃
止
に
よ
っ
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
職
業
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と

訴
え
て
い
る
。
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し
か
し
、
ガ
ス
リ
ー
ら
争
議
の
第
一
・
二
期
に
活
躍
し
た
改
革
派
が
労
働
組
合
運
動
の
枠
組
み
か
ら
完
全
に
脱
却
で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
ヒ
ル
や
フ
ィ
ニ
ー
ら
争
議
の
第
三
期
に
中
心
と
な
っ
た
選
手
達
は
、
よ
り
多
様
な
回
路
を
利
用
し
た
。
P
U
時
代
の
代
表
ガ
ス
リ
ー
が
、

労
働
法
の
観
点
か
ら
財
政
規
則
が
違
法
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
P
F
A
時
代
の
代
表
ヒ
ル
は
労
働
省
や
T
U
C
を
目
的
達

成
の
た
め
の
手
段
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
む
し
ろ
、
ヒ
ル
は
メ
デ
ィ
ア
や
政
治
家
へ
積
極
的
に
接
近
す
る
こ
と
で
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
に
対
す
る
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を
優
先
し
た
。
つ
ま
り
ヒ
ル
の
戦
略
は
、
労
働
法
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
財
政
規
則
が
違
法
で
あ

る
こ
と
を
直
接
指
摘
す
る
こ
と
よ
り
、
財
政
規
則
の
正
当
性
を
支
え
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
産
業
構
造
自
体
が
、
改
革
さ
れ
る
べ
き
時
代
遅
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ガ
ス
リ
ー
と
ヒ
ル
の
違
い
は
、
争
議
の
お
か
れ
た
社
会
的
文
脈
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
。
ガ
ス
リ
ー
時
代
（
第
～
期
～
第
二
期
）

に
は
労
働
省
の
介
入
を
含
め
て
労
働
争
議
と
し
て
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、
ヒ
ル
時
代
（
第
三
期
）
に
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
さ
ら
に
は
議
会
を

含
め
た
よ
り
広
い
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
ス
リ
ー
の
よ
う
に
労
働
争
議
の
形
で
真

正
面
か
ら
財
政
規
則
の
違
法
性
を
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
財
政
規
則
に
対
す
る
幅
広
い
社
会
的
な
批
判
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
リ
ー
グ
が
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
改
革
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
を
作
り
出
す
と
い
う
ヒ
ル
の
戦
略
が
有
効
に
機
能
し
た
こ
と
自
体
が
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

対
す
る
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り
を
表
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
社
会
的
文
脈
の
変
化
は
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
社
会
的
な
位
置
付
け
が
変
化
し
た
こ
と
も
表
し
て
い
る
。
ヒ
ル
は
、
選
手

が
労
働
者
と
し
て
労
働
法
に
基
づ
く
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
に
く
わ
え
て
、
高
い
技
術
に
有
し
、
数
百
万
、
数
千
万
人
の
国
民
に
娯
楽
を
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

す
る
専
門
職
（
嶺
。
け
ω
ω
圃
8
）
に
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
る
ヒ
ル
た
ち
の
努
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

結
果
、
争
議
が
終
結
し
た
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
ボ
ビ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ス
ト
と
い
っ
た
破
格
の
給
与
と
驚
異
的
な
人
気

を
誇
る
ま
さ
し
く
国
民
的
ス
タ
ー
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
選
手
側
の
主
張
に
対
し
て
、
リ
ー
グ
側
は
争
議
を
通
じ
て
保
守
的
な
ス
タ
ン
ス
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
P
U
（
P
F
A
）
の
中
核
を
な
す
改
革19　（761）



派
の
選
手
達
は
、
財
政
規
則
の
廃
止
に
よ
っ
て
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
よ
り
魅
力
的
な
職
業
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

リ
ー
グ
側
は
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
発
し
た
。
例
え
ば
、
聴
聞
会
に
お
い
て
リ
ー
グ
代
表
の
ア
ー
サ
ー
・
ド
ル
リ
ー
（
》
脱
導
霞
U
お
≦
憂
）
は
、

選
手
が
時
代
錯
誤
な
隷
属
状
態
に
あ
る
と
す
る
シ
ョ
ウ
ク
ロ
ス
の
見
解
に
対
し
て
、
財
政
規
則
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
と
い
う
特
殊
な
環
境
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

け
る
最
適
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
規
則
で
あ
り
、
む
し
ろ
選
手
は
「
こ
の
国
の
ど
の
労
働
者
よ
り
も
快
適
な
労
働
環
境
を
享
受
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
」
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
と
論
じ
た
。

　
ま
た
、
産
業
構
造
の
改
革
に
よ
っ
て
財
政
規
則
の
撤
廃
が
可
能
に
な
る
と
い
う
見
解
に
対
し
て
も
、
リ
ー
グ
側
は
賛
同
を
示
さ
な
か
っ
た
。

リ
ー
グ
の
運
営
委
員
の
中
に
は
テ
レ
ビ
の
存
在
は
入
場
者
数
の
減
少
に
繋
が
り
、
最
終
的
に
は
ク
ラ
ブ
の
収
益
維
持
の
た
め
に
入
場
料
の
値
上

　
　
　
　
⑱

げ
が
な
さ
れ
、
安
価
な
娯
楽
と
し
て
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
と
考
え
る
委
員
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
リ
ー
グ
幹
事
の
ア
ラ

ン
・
ハ
ー
ダ
カ
i
（
〉
一
磐
　
国
曽
吋
α
跨
O
同
）
が
訴
え
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
や
ブ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
と
の
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
に
よ
っ
て
プ
ロ
・
フ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ボ
ー
ル
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
過
度
に
商
業
化
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
運
営
委
員
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
前
章
で
も
論
じ
た
様
に
、
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
く
じ
の
財
源
と
し
て
の
活
用
に
関
し
て
は
、
主
に
モ
ラ
ル
面
で
ス
ポ
ー
ツ
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
結
び
つ
く
こ
と
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
強
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ド
ル
リ
！
ら
運
営
委
員
は
、
財
政
規
則
は
「
ゲ
ー
ム
を
守
る
安
全
弁
」
で
あ
り
、
廃
止
に
は
メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
考

え
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
閉
鎖
的
だ
と
批
判
す
る
P
U
（
P
F
A
）
の
主
張
に
対
し
て
は
、
リ
ー
グ
は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
を
支
え

る
た
め
に
必
要
な
自
治
を
行
っ
て
い
る
と
反
発
し
た
。
も
し
、
弁
護
士
を
選
手
の
代
理
と
し
て
藪
下
委
員
会
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
て
し

ま
え
ば
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
と
い
う
特
殊
な
世
界
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
選
手
の
待
遇
は
悪
化
し
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
だ
ろ
う
と
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
ド
ル
リ
ー
は
、
「
リ
ー
グ
は
配
当
金
の
分
配
は
行
わ
な
い
が
、
有
限
会
社
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
リ
ー
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

戦
に
関
し
て
は
自
ら
の
判
断
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
行
う
」
と
主
張
し
、
労
働
省
の
介
入
に
対
し
て
も
不
快
感
を
表
明
し
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
、

J
N
M
の
設
立
に
際
し
て
、
中
立
の
議
長
の
導
入
に
は
反
対
す
る
態
度
を
示
す
な
ど
、
外
部
の
法
的
・
政
治
的
権
力
の
影
響
を
排
除
し
た
い
と
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考
え
る
点
で
リ
ー
グ
側
の
主
張
は
首
尾
一
貫
し
て
い
た
。

　
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
世
紀
転
換
期
の
財
政
規
則
論
争
に
お
い
て
も
、
サ
ト
タ
リ
フ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
論
理
を
押
し
出
す
こ
と
で
財
政
規
則
の
正
当

性
を
訴
え
て
い
た
よ
う
に
、
戦
後
の
争
議
に
お
い
て
も
リ
ー
グ
側
の
主
張
は
大
枠
で
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
、
世
紀
転
換
期
と

大
き
く
異
な
る
の
は
、
争
議
に
お
い
て
は
聴
聞
会
の
非
公
開
を
譲
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
自
ら
の
論
理
を
フ
ァ
ン
向
け
て

ア
ピ
ー
ル
し
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
は
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
自
ら
の
主
張
を
正
当
化
し
た
の
は
P
U
側
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
ー
グ
側
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
期
に
お
い
て
は
そ
の
構
図
が
逆
転
し
た
。

　
最
終
的
に
リ
ー
グ
側
は
最
大
給
与
規
則
の
撤
廃
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
収
入
源
を
確
保
す
る
た
め
に
テ
レ
ビ
局
や
ブ
ッ
ク
メ
ー

カ
ー
と
の
問
に
契
約
を
結
ん
だ
。
し
か
し
、
S
J
C
や
J
N
M
な
ど
共
同
交
渉
機
構
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
年

次
総
会
と
講
願
委
員
会
を
中
心
と
す
る
閉
鎖
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う
両
者
の
主
張
を
う
け
て
、
労
働
省
も
ま
た
独
自
の
ス
タ
ン
ス
で
争
議
に
臨
ん
で
い
た
。
例
え
ば
、
争
議
の
第
一

期
に
お
け
る
仲
裁
廷
の
第
九
四
二
号
裁
定
の
中
に
は
、
「
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
は
数
多
く
の
利
点
、
他
の
職
種
よ
り
も
高
い
生
活
水
準

を
享
受
し
て
お
り
、
そ
の
水
準
は
ク
ラ
ブ
の
財
政
事
情
が
許
容
す
る
範
囲
内
で
上
限
の
水
準
に
あ
る
」
の
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
～
文

か
ら
は
、
労
働
省
が
ク
ラ
ブ
の
財
政
事
情
に
応
じ
て
給
与
上
限
を
設
定
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ

ん
、
一
九
五
二
年
に
公
表
さ
れ
た
調
査
委
員
会
に
よ
る
最
終
報
告
書
の
中
で
、
テ
レ
ビ
や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
な
ど
新
た
な
収
入
源
の
活
用
を

逓
じ
て
「
古
典
的
な
体
制
（
喫
魯
蹴
。
ω
誘
什
Φ
日
）
」
の
改
革
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
省
も
財
政

規
則
に
基
づ
く
伝
統
的
な
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
限
界
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
聴
聞
会
に
お
い
て
調
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

H
・
サ
ト
タ
リ
フ
が
選
手
側
の
主
張
す
る
能
力
主
義
に
基
づ
く
給
与
上
限
の
撤
廃
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
P
U
に
よ
る
性
急
な
改
革
要
求
は

プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
側
面
を
破
壊
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
の
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
仲
裁
役
と
し
て

リ
ー
グ
に
改
革
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
労
働
省
の
ス
タ
ン
ス
は
、
争
議
の
第
～
期
か
ら
第
三
期
に
お
い
て
一
貫
し
て
共
同
交
渉
機
構
の
設
立
を
後
押
し
し
、
リ
ー
グ
と
P

U
（
p
F
A
）
の
交
渉
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
点
に
最
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
S
J
C
の
設
立
が
難
航
し
、
P

U
が
労
働
省
に
リ
ー
グ
に
対
す
る
強
権
の
発
動
を
求
め
た
際
に
も
、
労
働
省
は
交
渉
進
展
の
た
め
の
協
力
は
す
る
が
、
リ
ー
グ
に
対
し
て
裁
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
強
制
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
S
J
C
設
立
後
に
リ
ー
グ
と
P
U
間
で
議
論
が
難
航
し
、
P
U
が
労
働
省
に
介
入
を

求
め
た
際
に
も
、
労
働
大
臣
ア
イ
ザ
ッ
ク
は
労
働
法
に
基
づ
く
改
革
を
求
め
る
P
U
の
主
張
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
論
理
に
基
づ
き
「
安
全
弁
」
と

し
て
の
財
政
規
則
の
維
持
を
求
め
る
リ
ー
グ
の
考
え
方
の
双
方
に
理
解
を
示
し
た
上
で
、
当
事
者
間
の
「
相
互
合
意
（
臼
耳
琶
2
。
⑰
q
話
①
B
Φ
鼻
）
」

を
重
視
し
、
労
働
省
が
強
制
力
を
伴
い
争
議
に
介
入
す
る
こ
と
を
一
度
は
否
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
労
働
省
の
ス
タ
ン
ス
が
調
査
委
員
会
の

最
終
報
告
書
に
記
さ
れ
た
、
リ
ー
グ
と
P
U
の
「
相
互
関
係
（
ヨ
暮
∬
巴
尊
）
」
を
重
視
し
、
財
政
規
則
は
P
U
が
求
め
る
労
働
省
（
調
査
委
員
会
）

の
強
制
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
リ
ー
グ
と
P
U
の
間
の
合
意
に
基
づ
い
て
修
正
さ
れ
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
間
の
競
争
を
維
持
し
つ
つ
、
選
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

待
遇
改
善
に
繋
が
る
と
の
見
解
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

　
た
だ
し
、
中
立
の
裁
定
者
と
し
て
の
労
働
省
の
ス
タ
ン
ス
は
リ
ー
グ
側
に
有
利
に
働
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
調
査
委
員
会
の
最
終
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

告
書
に
お
い
て
、
リ
ー
グ
請
願
委
員
会
へ
の
弁
護
士
の
同
席
を
認
め
る
よ
う
リ
ー
グ
側
に
提
言
す
る
な
ど
、
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

必
要
と
考
え
る
点
で
は
P
U
の
主
張
に
同
意
す
る
面
も
あ
っ
た
。
特
に
争
議
の
第
三
期
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
り
、
最
大
給
与
規
則

の
完
全
撤
廃
が
決
ま
っ
た
　
九
六
一
年
一
月
一
七
日
の
会
合
後
に
、
労
働
省
は
薪
た
な
共
同
交
渉
機
構
で
あ
る
J
N
M
に
は
（
s
J
c
で
実
現

し
な
か
っ
た
）
中
立
の
議
長
を
据
え
る
こ
と
、
ま
た
P
F
A
の
代
表
者
が
リ
ー
グ
運
営
委
員
会
に
出
席
す
る
権
利
を
認
め
る
こ
と
な
ど
、
P
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

側
の
要
求
を
飲
む
よ
う
に
リ
ー
グ
に
対
し
て
進
言
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
労
働
省
は
合
意
事
項
の
執
行
を
リ
ー
グ
に
対
し
て
強
制
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
一
九
六
一
年
六
月
に
は
、
庶
民
院
に
お

い
て
労
働
党
の
D
・
ホ
ー
ウ
ェ
ル
θ
Φ
巳
ω
閏
。
妻
Φ
巴
が
労
働
大
臣
J
・
ハ
レ
（
｝
o
匿
出
母
Φ
）
に
対
し
て
、
「
J
N
M
の
設
立
が
遅
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
に
関
し
て
労
働
省
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ハ
レ
は
、
「
私
は
、
彼
ら
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（
リ
ー
グ
と
P
F
A
）
が
可
能
な
限
り
速
や
か
に
、
独
立
し
た
議
長
の
下
で
共
同
交
渉
機
構
（
J
N
M
）
を
設
立
し
、
見
解
の
相
違
を
議
論
し
、

解
決
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
機
構
の
設
立
に
際
し
て
は
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行
う
で
し
ょ
う
」
と
答
え
る
と
同
時
に
、
「
当
事
者
の
合
意

の
下
で
の
み
労
働
省
の
仲
裁
は
成
功
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
「
幼
い
」
産
業
に
お
い
て
は
、
労
使
間
の
交

渉
機
構
の
設
立
を
補
助
す
る
こ
と
が
労
働
省
に
求
め
ら
れ
る
役
割
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
以
上
、
争
議
に
お
け
る
労
働
省
の
ス
タ
ン
ス
を
ま
と
め
る
と
、
財
政
規
則
に
基
づ
く
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
正
当
性
に
関
し
て
は
、
徐
々

に
リ
ー
グ
寄
り
か
ら
P
U
（
P
F
A
）
寄
り
に
考
え
方
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
　
方
で
、
労
働
省
は
争
議
の
全
期
間
を
通
じ
て

労
使
問
の
交
渉
の
円
滑
化
を
補
助
す
る
中
立
の
仲
裁
者
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
崩
す
こ
と
は
な
く
、
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ
く
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
界
内
部
で
の
問
題
解
決
を
重
視
し
た
。
こ
う
し
た
労
働
省
の
ス
タ
ン
ス
は
、
争
議
後
も
リ
ー
グ
の
伝
統
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
申
核
部
分
（
移

籍
規
則
の
残
存
と
意
志
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
閉
鎖
性
）
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
間
接
的
に
後
押
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
章
の
議
論
を
ま
と
め
る
。
争
議
を
通
じ
て
最
大
給
与
規
則
が
廃
止
さ
れ
、
移
籍
規
則
も
一
部
改
訂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
規
則
の
改
革

と
い
う
点
で
は
P
U
（
P
F
A
）
側
が
大
き
な
前
進
を
え
た
が
、
リ
ー
グ
運
営
委
員
会
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
は
維
持

さ
れ
た
。
し
か
し
、
争
議
を
通
じ
て
選
手
は
自
ら
の
待
遇
と
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
や
労
働
党
の
議
員
の
サ

ポ
ー
ト
を
う
け
な
が
ら
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
産
業
構
造
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
不
自
然
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
。
つ
ま
り
、

P
U
（
P
F
A
）
側
の
視
点
に
た
て
ば
、
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
は
財
政
規
則
に
よ
る
契
約
や
給
与
と
い
っ
た
財
政
規
則
に
関
わ
る
問

題
を
労
働
法
や
労
働
組
合
運
動
の
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
外
部
の
多
様
な
回
路
と
結
び
つ
け
た
点
に
最
大
の
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
争
議
に
お
い
て
労
働
省
は
中
立
の
仲
裁
者
と
し
て
改
革
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
政
府
の
中
で
労
働
省
の
み
が
リ
ー
グ
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、
教
育
省
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
が
推
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し
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
政
府
は
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
対
す
る
働
き
か
け
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
そ
こ
で
次
章
で
は
、
争
議
の
時
期
に
お
け
る
P
U
（
P
F
A
）
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
そ
れ
を
う
け
た
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
傾
向
、
お
よ
び
政

府
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
に
お
け
る
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
位
置
付
け
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
置

か
れ
た
社
会
的
文
脈
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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①
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②
戦
争
中
に
は
軍
隊
に
お
い
て
臨
時
に
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
ク
ラ
ブ

　
の
枠
を
超
え
た
選
手
間
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
P
U
の
再
活
発
化
に

　
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
以
下
を
参
照
。
8
0
ヨ
ヨ
矯
冨
≦
8
冨
（
一
総
。
。
γ
さ
。
、
貯
、
、

　
掬
さ
勲
畠
§
爲
吻
¶
ド
。
ロ
α
o
口
”
ω
づ
。
「
鳳
箒
σ
q
畷
磐
住
ぴ
8
評
ψ
　
箸
8
貯
く
四
ユ
①
《
（
お
ミ
V
．

　
O
o
ミ
§
し
ロ
亀
、
』
切
札
莞
§
、
ミ
ミ
」
覇
黛
さ
ミ
融
ミ
N
．
ピ
。
コ
血
。
羅
〉
霞
¢
ヨ
勺
冨
ω
ω
．

③
田
巨
躍
（
N
O
O
ω
）
も
ウ
ω
｝
山
①
．

④
　
た
だ
し
、
契
約
・
給
与
面
以
外
で
の
待
遇
が
必
ず
し
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
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優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
ス
タ
ン
レ
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
の
立
役

　
者
と
な
っ
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ス
タ
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レ
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・
マ
シ
ュ
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海
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フ
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ボ
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ω
。
。
馨
δ
ロ
閃
8
9
艶
U
圃
ω
蜜
盆
普
。
彗
妻
鋤
『
Q
の
ω
．
．
魑
ω
O
＞
二
塁
磐
｝
譲
◎

　
い
雛
b
σ
N
霧
胡
．

⑥
．
．
≦
鎖
Φ
O
菖
嘆
①
．
．
噛
に
ω
Φ
讐
Φ
ヨ
ぴ
興
｝
濠
◎
冷
帯
し
口
N
ま
胡
・

⑦
．
、
冥
巴
。
鋤
既
≧
げ
ξ
負
。
南
口
↓
ぽ
σ
§
艶
〉
≦
輿
山
雨
ρ
㊤
廊
、
．
舘
ζ
鴛
号
6
禽

　
ト
ム
し
口
N
ま
試
．

⑧
，
沁
招
。
答
o
h
号
ε
o
葺
O
o
ヨ
鼠
け
器
Φ
．
．
噂
お
U
①
8
日
目
①
二
課
。
。
ト
毎
ヒ
g
N
§
N

⑨
乙
〉
ω
ω
。
。
陣
践
8
閃
。
g
冨
剛
臆
8
N
ε
冨
O
。
日
面
g
①
o
囲
ぎ
く
①
ω
鳳
ゆ
q
p
。
ぎ
巳
簿
。

　
帥
O
通
話
降
8
器
髄
q
霞
伽
口
α
Q
葺
①
↓
Φ
贋
罎
ω
磐
α
O
o
口
山
識
。
ロ
ω
o
h
》
ω
ω
o
o
一
p
江
。
コ 　

呵
0
9
び
毘
勺
冨
く
Φ
誘
．
．
噌
ピ
。
口
α
o
巨
出
興
竃
a
①
の
蔓
．
ω
ω
欝
ぼ
。
旨
①
蔓
○
強
。
Φ
6
α
b
o
、

　
ト
ム
b
q
N
ミ
q
謎
．

⑩
．
．
い
象
無
ゆ
。
ヨ
芸
①
℃
¢
8
窪
①
竃
圃
畠
け
蔓
．
”
b
鼻
寄
σ
6
お
ト
鼓
し
口
』
ミ
N

⑪
．
．
冨
§
「
蹄
。
ヨ
け
匿
≦
巳
弩
く
8
窪
Φ
い
＄
讐
Φ
．
．
”
卜
。
切
点
Φ
σ
お
お
、
卜
詠
し
口

　
N
§
N

⑫
S
J
C
は
八
名
の
委
員
（
F
A
と
リ
ー
グ
か
ら
各
二
名
、
P
U
か
ら
四
名
の
代

　
表
者
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
最
低
で
も
三
ヶ
月
に
一
度
、
各
組
織
か
ら
順
番
に
選
嵐

　
さ
れ
た
議
長
の
下
で
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
．
、
O
o
口
ω
葺
ロ
ロ
8
0
h
o
っ
膏
き
α
ぎ
o
q
一
〇
ぎ
酢

　
O
o
ヨ
臼
凶
簿
Φ
Φ
8
「
勺
容
勘
ω
ω
圃
。
鵠
巴
〉
ω
ω
8
賦
鳳
。
鐸
閃
0
9
σ
毘
．
．
噂
卜
⊃
○
◎
〉
震
出
一
〇
お
’

　
卜
郎
曉
N
ミ
N

⑬
議
決
に
関
し
て
は
「
根
互
同
意
扁
の
原
則
に
基
づ
く
代
表
者
の
投
票
に
委
ね
ら

　
れ
た
が
、
争
議
の
争
点
と
な
っ
た
財
政
規
則
や
福
利
問
題
に
関
し
て
は
、
リ
ー
グ

　
と
P
U
の
代
表
者
の
み
が
投
票
権
を
持
つ
こ
と
と
し
、
そ
の
際
に
は
F
A
の
代
表

　
者
の
か
わ
り
に
リ
ー
グ
側
が
追
加
の
代
表
者
を
た
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

　
多
数
決
で
規
則
の
改
定
が
議
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
、
．
沁
Φ
O
o
詳
鼠
ω
お
．
．
魍

　
卜
◎
一
ω
①
讐
①
ヨ
σ
舌
禍
逡
ρ
い
》
b
ご
N
ミ
N

＠＠＠＠

、
．
渕
Φ
℃
o
隣
o
h
呂
O
．
．
．
b
o
一
ω
Φ
冥
Φ
B
σ
巽
6
お
’
卜
》
し
口
N
§
N

．
、
巨
Φ
陣
巽
蹄
。
目
爵
Φ
℃
d
8
警
①
ζ
巨
ω
窪
く
．
．
．
ω
｝
§
Φ
H
O
お
■
卜
臨
し
噂
N
ミ
N

．
．
ド
Φ
簿
興
時
。
岩
屋
Φ
竃
貯
陣
ω
鐸
同
8
夢
Φ
℃
q
、
．
噂
刈
甘
う
①
一
㊤
お
。
卜
毎
b
σ
N
ミ
N

他
に
は
、
数
多
く
の
労
働
争
議
の
仲
裁
に
関
わ
っ
て
き
た
G
・
H
・
サ
ベ
ー
ジ

（
Ω
■
　
団
．
　
ω
曽
く
鋤
α
Q
の
）
な
ど
労
働
争
議
の
忌
門
家
（
三
名
）
と
、
元
イ
ン
グ
ラ
ン
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ド
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
代
表
の
H
・
サ
ト
タ
リ
フ
（
調
Φ
「
σ
①
村
睦
　
ω
¢
肯
O
一
剛
ぽ
）
な
ど
著
名

　
な
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
（
二
名
）
、
そ
し
て
轡
記
と
し
て
労
働
省
の
役

　
人
一
名
（
国
．
　
ω
マ
　
O
．
　
Q
り
黛
。
営
P
o
9
）
を
く
わ
え
た
六
名
で
構
成
さ
れ
た
。
、
．
カ
Φ
℃
o
隣
o
h

　
O
o
ロ
∩
罠
魯
δ
昌
｝
O
ρ
蕊
ゆ
①
．
．
”
〉
ロ
讐
ω
け
お
切
ド
ト
眠
し
u
N
ミ
◎
謎
．

⑱
、
、
≦
建
塞
。
P
冨
頃
Φ
巴
鼠
。
h
芸
Φ
ぎ
＜
Φ
ω
滑
凝
巴
。
コ
O
。
9
ヨ
幽
蝕
8
Φ
．
．
’
卜
》
b
σ

　
§
9

⑲
、
、
菊
9
。
答
鼠
曽
O
o
ヨ
慧
§
Φ
o
h
H
嚢
①
ω
昌
餌
瓜
象
．
．
噛
卜
出
し
口
δ
＞
O
課
も
藁
ピ

⑳
田
匪
農
（
H
O
鐸
も
口
』
謹
－
昭
釦
6
亀
｝
。
二
N
8
。
。
）
も
u
．
b
。
ω
で
N
ω
N
．

⑳
交
渉
終
了
後
、
ヒ
ル
の
会
見
が
即
時
に
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
た
。
旨
ヨ
ヨ
く

　
頃
已
（
お
＄
V
噛
9
識
鳶
篭
晦
誉
、
⑦
o
象
ミ
噛
い
。
瓢
鳥
O
罠
℃
Φ
8
吋
U
鋤
≦
ω
¶
b
ロ
．
刈
b
σ
1
刈
ρ

⑫
　
移
籍
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
…
サ
ム
（
O
Φ
o
蹟
Φ
両
三
誓
馨
）
が
旧

　
所
属
ク
ラ
ブ
の
ニ
ュ
！
カ
ス
ル
・
U
　
（
客
Φ
≦
O
鋤
ω
に
①
　
d
湿
一
け
①
鳥
）
を
相
手
ど
っ
て

　
一
九
六
三
年
に
起
こ
し
た
訴
訟
。
一
度
ク
ラ
ブ
を
退
団
し
た
選
手
に
も
移
籍
金
が

　
発
生
す
る
か
ど
う
か
が
焦
点
に
な
っ
て
お
り
、
世
紀
転
換
期
の
キ
ン
ガ
ビ
ー
裁
判

　
と
同
じ
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

⑬
　
↓
冨
田
ゆ
q
ぴ
0
8
辞
。
囲
甘
。
り
甑
o
ρ
Ω
円
き
8
蔓
〇
三
ω
δ
霞
＼
、
↓
冨
国
赴
け
冨
ヨ

　
O
霧
Q
国
霧
§
§
〈
ω
賭
①
≦
＄
ω
自
O
q
鉱
溶
山
閃
O
鯖
5
島
○
爵
①
話
．
．
唱
躰
一
巳
く
お
O
ω
．

　
い
》
b
u
N
§
q
9

⑳
　
し
か
し
、
判
決
後
も
移
籍
金
の
支
払
い
を
定
め
た
移
籍
規
則
自
体
は
存
続
し
て

　
お
り
、
ま
た
保
有
制
度
に
関
し
て
も
、
高
額
の
給
与
を
提
示
す
る
こ
と
で
契
約
延

　
長
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
ク
ラ
ブ
側
に
認
め
る
条
項
が
付
け
加
え

　
ら
れ
る
こ
と
で
ク
ラ
ブ
側
の
優
位
も
保
た
れ
て
お
り
、
多
く
の
研
究
者
は
イ
…
サ

　
ム
判
決
を
受
け
て
選
手
が
完
全
な
移
籍
の
自
由
を
獲
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
論

　
じ
て
い
る
。
困
口
ω
ω
①
躍
P
㊤
O
刈
）
’
b
P
嵩
O
－
届
把
↓
①
覧
。
居
喬
O
O
c
◎
）
．
や
N
ω
弁
≦
ゆ
o
q
伽
q

　
（
6
0
Q
心
）
．
騨
お
ρ

⑮
　
O
「
謬
。
冨
民
P
⑩
δ
）
喝
P
｝
0
↑

⑳
”
o
巳
Φ
Ω
曽
旨
8
（
竈
①
O
）
．
鉢
の
、
塁
？
き
⑦
8
ミ
3
い
。
巳
。
巨
ω
け
毘
魯
譲
ロ
押

　
ロ
．
卜
。
9

⑳
Ω
曙
8
巣
6
0
0
）
’
や
N
①
9

⑱
冒
匿
①
罫
♂
霞
三
お
§
’
Q
。
ミ
§
9
霧
噂
い
。
巳
8
　
ω
＄
臣
Φ
唄
短
葺
p
母

⑲
　
Ω
四
旨
。
笥
（
回
8
9
、
O
．
卜
。
ゴ
ζ
ま
凝
議
P
㊤
㎝
刈
V
噛
P
刈
四

⑳
羅
酢
い
。
穿
。
儒
ω
①
葛
㎝
心
）
▼
Q
。
ミ
恥
O
ミ
。
毒
口
巳
。
臣
ω
雷
巳
Φ
鴫
霊
山
賢
塗

⑳
、
．
び
Φ
羅
戦
即
。
ヨ
畠
Φ
冨
餌
撃
Φ
8
け
冨
H
箋
①
ω
鼠
匿
8
0
。
ヨ
巨
け
審
①
．
．
・
N
心

　
》
¢
笹
ω
け
お
α
一
口
卜
山
㎏
N
ミ
◎
認
．

　
　
、
．
ピ
Φ
詳
露
陣
。
ヨ
9
0
三
ぎ
冨
窪
蜜
8
り
切
O
ω
一
同
．
．
胃
｝
Q
O
ω
Φ
営
。
ヨ
σ
霞
ド
⑩
課
嚇
い
毎
じ
。

　
』
ミ
◎
鳶
一
、
、
び
O
怠
臼
沖
。
ヨ
夢
Φ
ζ
ぎ
陣
ω
嘗
矯
8
普
Φ
喝
♪
樽
げ
Φ
ぴ
Φ
四
撃
Φ
山
5
α
昏
①

　
℃
¢
．
．
噌
①
ω
o
讐
①
ヨ
ぴ
窪
お
窪
’
い
ム
b
口
N
ミ
◎
鳶
．

⑳
　
、
．
窯
0
8
0
h
匪
ω
竃
①
Φ
臨
コ
『
Q
．
．
畢
茜
H
§
二
㌶
＜
巳
①
一
’
卜
》
し
ロ
瞬
ミ
毯
9

⑭
　
旨
ヨ
ヨ
＜
O
葺
町
δ
（
鼠
誓
O
巴
住
≦
Φ
罵
ヨ
U
し
（
お
刈
9
’
⑦
o
g
ミ
沁
S
鴨
㍗
建
“
・
鴨

　
肉
竃
N
ミ
ご
謡
魚
導
鴨
㌔
㌣
爵
塗
帖
ミ
N
ミ
ぎ
ミ
守
ミ
、
ミ
’
ズ
Φ
毛
8
灘
》
げ
げ
。
け
　
カ
①
簿
α
①
冨

　
d
巳
O
鍔
や
刈
ρ

⑳
　
旨
躍
（
巳
①
ご
噂
b
P
b
。
O
I
陣
．

⑳
　
、
、
ζ
ぎ
口
誰
ω
三
二
①
鵠
①
鍵
ぎ
ゆ
q
o
h
叶
7
Φ
H
ロ
＜
㊦
ω
瓜
ぴ
q
鉾
陶
。
詳
O
o
ヨ
筥
鋒
。
①
．
．
¶
嵌

　
O
o
8
げ
喫
δ
鐸
’
卜
郎
切
慧
℃
9
ロ
．
N
堕

⑳
　
、
．
ζ
ヨ
葺
Φ
ω
o
眺
葺
①
出
の
鍵
ヨ
ゆ
q
o
h
け
『
Φ
H
口
く
①
ω
臨
ゆ
q
四
隣
8
0
0
ヨ
日
葺
①
Φ
．
．
■
届

　
O
O
8
げ
輿
ち
朝
一
’
卜
》
じ
口
謹
℃
9
0
遣
「
お
一
N
O
．

⑳
　
、
、
憲
ぎ
9
Φ
ω
o
騰
臼
①
団
ω
鍵
ぎ
ゆ
Q
o
h
跨
①
ぎ
く
①
ω
射
撃
楢
葉
O
o
心
墨
陣
詳
8
．
．
’
5

　
0
0
什
O
げ
輿
お
朝
押
卜
』
切
慧
℃
9
℃
．
①
O
Q
．

⑲
○
雪
罠
Φ
（
6
刈
①
）
も
p
①
や
①
メ

⑳
田
三
㊤
9
も
p
お
ふ
ピ

⑪
　
日
。
ヨ
零
室
員
P
⑩
①
O
）
．
ミ
ミ
、
塁
。
鳩
N
き
ミ
伽
ミ
ト
い
§
8
巨
ω
8
H
脅
。
リ
ヨ
き
。
。
b
d
o
o
咋

　
O
置
げ
噂
P
置
ピ

⑫
　
、
、
↓
冨
ガ
9
0
詳
。
陥
℃
吋
。
団
Φ
。
。
ω
δ
降
既
頃
0
9
げ
白
雲
ω
．
〉
ω
ω
o
o
猷
岱
。
障
．
．
し
戸
越
影
①
ρ

　
卜
段
切
N
ミ
亀
画
ま
た
メ
デ
ィ
ア
を
重
視
す
る
戦
略
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
反
対
す
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る
マ
シ
ュ
ー
ズ
ら
P
F
A
内
部
の
「
旧
世
代
」
の
選
手
達
の
批
判
に
対
抗
す
る
た

　
め
で
も
あ
っ
た
。
頃
竃
P
O
露
）
簡
題
．
N
c
。
1
卜
。
P

⑬
露
叉
6
①
じ
も
や
ω
？
＄

⑭
特
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ス
ト
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
国
葬
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

　
ま
さ
し
く
国
を
代
表
す
る
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

⑮
　
ド
ル
リ
ー
は
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
一
年
に
か
け
て
F
I
F
A
の
会
長
も
兼

　
任
し
て
い
る
。

⑯
．
．
言
口
葺
Φ
ω
。
h
夢
①
賭
Φ
巴
お
。
h
け
匿
幽
く
①
ω
鉱
伊
q
践
8
0
。
ヨ
邑
け
8
Φ
．
．
、
H

　
乞
。
く
①
B
び
Φ
同
H
O
㎝
一
、
卜
堕
し
口
N
ミ
偽
漣
’
℃
．
鼻
9

⑰
　
．
．
ζ
ぎ
蓉
Φ
ω
o
眺
夢
。
鵠
Φ
鷲
鍵
ゆ
q
o
｛
叶
冨
H
口
＜
①
ω
鉱
ゆ
q
鋤
鳳
。
ロ
O
o
ヨ
ヨ
一
け
8
①
．
．
■
b
o

　
賭
。
＜
①
ヨ
σ
興
6
α
一
、
卜
》
し
口
N
ミ
O
謎
．
ロ
．
q
P

⑱
　
実
際
に
チ
ケ
ッ
ト
代
は
争
議
の
時
期
に
大
き
く
上
昇
し
て
お
り
、
一
九
五
〇
年

　
代
よ
り
入
場
者
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
一
九
五
〇
／
五

　
一
年
の
三
九
七
〇
万
人
か
ら
～
九
六
四
／
六
五
年
の
二
七
六
〇
万
人
）
、
入
場
料

　
収
入
は
増
加
し
て
お
り
（
一
九
五
〇
／
五
一
年
目
三
七
九
万
ポ
ン
ド
か
ら
】
九
六

　
四
／
六
五
年
シ
ー
ズ
ン
の
五
八
五
霞
ポ
ン
ド
）
、
ま
た
一
部
リ
t
グ
の
場
合
に
は

　
入
場
料
収
入
が
ク
ラ
ブ
の
収
益
に
占
め
る
割
合
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
か
っ

　
た
。
勺
国
勺
P
霧
①
）
▼
や
謀
H

⑲
証
覧
。
二
N
8
c
。
）
も
』
Φ
刈
．

⑳
　
、
、
冨
畔
興
蹄
。
筥
終
Φ
ζ
巨
。
。
酔
蔓
8
｝
．
勺
．
≦
．
竃
巴
配
δ
鐸
、
．
．
富
〉
⊆
鐙
ロ
ω
け
6
㎝
ρ

　
卜
郎
b
σ
N
ミ
N

⑤
　
．
．
窯
β
葺
Φ
ω
o
h
夢
①
缶
①
輿
ぎ
帥
q
o
h
酢
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第
三
章
　
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
社
会
的
文
脈

［
　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
と
メ
デ
ィ
ア

戦後期イングランドにおけるプロ　フットボールの社会的文脈の変化（藤井）

　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
試
合
と
は
違
い
、
争
議
に
お
け
る
交
渉
は
観
客
に
よ
る
観

戦
が
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
を
通
じ
て
間
接
的
に
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
争
議
の
報
道
に
は
、
交
渉
の
様
子
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
オ
フ
・
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
は
、
試
合
と
は
別
の
娯
楽
を
人
々
に

提
供
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
両
方
の
意
味
で
、
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
論
争
を
報
道
し
た
の
か
、
ま
た
、
争
議
の
当
事
者
で

あ
る
リ
ー
グ
や
P
U
（
P
F
A
）
が
い
か
に
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
の
か
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
争
議
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
つ
い
て
分
析
す
る
前
に
、
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
を
と
り
ま
く
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単

に
ま
と
め
る
。
世
紀
転
換
期
の
財
政
規
則
論
争
時
と
比
べ
る
と
、
①
一
般
紙
の
ス
ポ
ー
ツ
報
道
が
増
加
し
た
の
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ
専
門
化
が

衰
退
し
て
い
た
、
②
選
手
の
自
伝
な
ど
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
わ
る
書
籍
の
出
版
が
盛
ん
に
な
っ
た
、
③
テ
レ
ビ
が
本
格
的
に
普
及
し
た
、
と
い

う
三
点
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
期
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
扱
う
メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
選
手
が
闇
ら
の
考
え
方

を
フ
ァ
ン
に
伝
え
る
手
段
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
ま
ず
、
一
回
目
の
ス
ポ
ー
ツ
専
門
紙
の
衰
退
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
財
政
規
則
論
争
が
行
わ
れ
た
世
紀
転
換
期
は
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
時
代
で
あ
り
、
一
年
も
た
な
い
短
命
の
も
の
か
ら
数
十
年
続
く
長
命
の
も
の
ま
で
含
め
て
、
百
を
超
え
る
ス
ポ
ー
ツ
専
門
紙
が
刊
行
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
支
え
て
い
た
。
な
か
で
も
、
北
部
を
中
心
に
出
鼻
〇
万
部
の
売
り
上
げ
を
誇
っ
た
『
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー

ス
』
紙
（
↓
書
》
ミ
魯
．
。
さ
§
§
蹴
O
ミ
§
、
冒
ミ
嵩
ミ
）
は
、
世
紀
転
換
期
の
財
政
規
則
論
争
に
お
い
て
交
渉
の
経
過
を
逐
一
報
道
す
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
く
、
リ
ー
グ
や
F
A
の
関
係
者
の
コ
ラ
ム
や
選
手
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
論
争
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
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し
か
し
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
メ
デ
ィ
ア
の
主
役
で
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
専
門
紙
は
、
戦
間
期
に
入
る
と
廃
刊
や
統
合
が
相
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ぎ
、
そ
の
勢
い
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
、
一
般
紙
の
ス
ポ
ー
ツ
報
道
は
よ
り
盛
ん
に
な
り
、
戦
後
期
の
争
議
の
報
遵
に
お
け
る
主

役
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
、
財
政
規
則
論
争
の
直
後
（
一
九
一
二
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
労
働
党
系
の
『
デ
イ
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル

ド
』
紙
（
b
ミ
竜
ミ
ミ
ミ
）
は
、
P
U
・
P
F
A
寄
り
の
論
調
を
基
本
と
し
つ
つ
争
議
の
経
過
や
海
外
の
反
応
等
を
盛
ん
に
報
道
し
て
お
り
、
戦

後
期
の
争
議
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
二
点
目
の
選
手
の
自
伝
に
関
し
て
は
、
争
議
が
行
わ
れ
た
一
九
四
五
年
～
六
三
年
が
ま
さ
に
出
版
ブ
ー
ム
の
時
期
に
あ
た
る
。
戦
前
に
は
著

名
な
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
の
廟
伝
が
数
点
出
版
さ
れ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
四
〇
点
、
六
〇
年
代
に
は
六
六
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
自
伝
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
期
の
自
伝
に
つ
い
て
研
究
し
た
ウ
ー
ル
リ
ッ
ジ
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

自
伝
の
内
容
も
時
期
と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、
初
期
に
は
戦
争
時
の
プ
レ
ー
体
験
な
ど
自
分
の
経
験
を
生
々
し
く
門
告
白
す
る
（
8
巳
①
甲

ω
盤
面
」
形
式
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
は
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
戦
争
時
に
果
た
し
た
貢
献
や
、
選
手
間
で
継

承
さ
れ
る
プ
ロ
と
し
て
の
誇
り
、
さ
ら
に
は
プ
レ
ー
す
る
動
機
と
し
て
の
給
料
の
重
要
性
を
説
く
も
の
な
ど
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
選
手
の
現
状
を
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
外
部
の
人
々
に
「
説
明
す
る
」
と
い
う
形
式
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

P
F
A
の
活
動
を
正
当
化
す
る
自
伝
を
　
九
六
　
年
に
出
版
し
た
ヒ
ル
で
あ
る
。

　
最
後
に
テ
レ
ビ
の
躍
進
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
最
大
給
与
規
則
の
撤
廃
で
合
意
が
達
成
さ
れ
た
一
九
六
一
年
一
月
一
八
日
の
会
議
終
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

後
に
、
第
一
報
を
報
じ
た
の
は
テ
レ
ビ
局
の
生
中
継
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヒ
ル
ら
選
手
達
は
ニ
ュ
ー
ス
・
シ
ョ
ー
な
ど
様
々
な
番
組
に
出
演
し
、

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
争
議
に
お
け
る
選
手
側
の
正
当
性
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
視
聴
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
容
姿
や
立
ち
振
る

舞
い
を
伝
え
る
テ
レ
ビ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
上
で
、
ス
ー
ツ
を
着
こ
な
し
、
知
的
に
受
け
答
え
を
す
る
こ
と
は
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

理
知
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
広
め
る
上
で
重
要
な
戦
略
で
あ
っ
た
と
ヒ
ル
も
自
伝
で
述
べ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
は
、
基
本
的
に
は
リ
ー
グ
側
よ
り
選
手
側
に
有
利
に
働
い
た
。
世
紀
転
換
期
の
財
政
規
則
論
争
に
お
い
て
は
、
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戦後期イングランドにおけるプロ　フットボールの社会的文脈の変化（藤井）

自
ら
の
主
張
を
能
動
的
に
伝
え
る
手
段
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
労
働
組
合
運
動
へ
と
接
近
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
と
は
対
照
的
に
、
戦
後
期
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、
選
手
達
は
こ
う
し
た
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ

を
向
上
さ
せ
、
争
議
を
有
利
に
進
め
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
リ
ー
グ
側
は
メ
デ
ィ
ア
と
の
問
に
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
失
敗
し
て
い
た
。
世
紀
転
換
期
の
財
政
規
則
論
争
に
お
い
て
、

『
タ
イ
ム
ズ
睡
紙
（
§
鴨
§
ミ
琶
な
ど
結
び
付
き
の
弱
い
一
般
紙
上
に
お
い
て
は
リ
ー
グ
の
閉
鎖
性
は
批
判
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
、
人
的
繋
が
り
の
強
い
『
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
』
な
ど
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
専
門
紙
を
通
じ
て
リ
ー
グ
は
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

世
論
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
財
政
規
則
に
基
づ
く
伝
統
的
な
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
正
当
化
に
繋
が
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
戦
後
期
に
は
、
基
本
的
に
リ
ー
グ
の
運
営
委
員
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
上
で
の
発
駅
を
控
え
、
ま
た
聴
聞
会
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
公
開
を
拒
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

よ
う
に
、
密
室
で
交
渉
を
進
め
る
方
針
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
を
入
場
料
収
入
に
基
づ
く
伝
統
的
な
収
益
構
造
を
破
壊
す
る
存
在
と
し

て
敵
対
視
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
紀
転
換
期
と
は
逆
に
戦
後
期
の
争
議
に
お
い
て
は
、
リ
ー
グ
は

自
ら
の
主
張
を
伝
え
る
回
路
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
P
U
（
P
F
A
）
と
リ
ー
グ
の
対
照
的
な
ス
タ
ン
ス
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
を
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
。
論
争
の
前
半
（
第
　
期
か
ら
第
二
期
）
に
は
、
一
部
リ
ー
グ
側
の
主
張
を
擁
護
す
る
記
事
も
見
ら
れ
た
が
、
最
大
給
与
規
則
の
廃
止
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
古
典
的
な
シ
ス
テ
ム
」
を
改
革
す
る
こ
と
で
、
選
手
側
に
よ
り
多
く
の
給
与
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
調
の
方
が
目
立
っ
た
。

た
だ
し
、
ど
ち
ら
を
擁
護
す
る
か
に
関
係
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
報
道
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
労
働
組
合
運
動
の
文
脈
上
で
記
事
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
が
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
労
働
条
件
が
二
〇
世
紀
中
旬
と
い
う
よ
り
も
一
九
世
紀
中
旬
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
に
近
い
と
思
う
だ
ろ
う
」
と
い
う
一
文
を
掲
載
す
る
な
ど
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
産
業
に
お
け
る
労
働
者
で
あ
る
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の

労
働
条
件
が
い
か
に
他
の
産
業
と
比
べ
て
時
代
遅
れ
で
あ
る
か
（
も
し
く
は
特
殊
な
産
業
ゆ
え
に
そ
れ
も
正
当
化
さ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
一
般
的
な
産
業
と
は
違
い
、
聴
聞
会
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
に
対
し
て
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
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⑱

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

　
論
争
の
後
半
（
P
F
A
へ
の
改
名
か
ら
第
三
期
）
に
入
る
と
、
少
し
傾
向
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
P
F
A
側
を
擁
護
す
る
論
調
が

多
い
点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
労
働
組
合
運
動
と
は
異
な
る
新
た
な
文
脈
か
ら
り
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
批
判
す
る
記
事
が
増
え
て
く
る
。
そ
れ

が
、
海
外
の
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
の
比
較
で
あ
る
。
特
に
『
デ
イ
リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
は
海
外
の
新
聞
の
引
用
や
、
海
外
リ
ー
グ
に
所
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
る
選
手
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
が
い
か
に
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
か
を
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
選
手
は
未
だ
に
凡
庸
さ
に
支
配
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
富
に
よ
っ
て
変
質
し
た
ラ
テ
ン
世
界
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
単
に
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
書
い
た
『
タ
イ
ム
ズ
臨
に
代
表
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
う
に
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
を
労
働
者
か
ら
「
映
画
ス
タ
ー
や
政
府
と
大
臣
と
同
様
の
公
的
な
人
物
（
陰
金
。
ゆ
磐
屋
）
」
と
し
て
扱
う
べ
き

で
あ
る
と
の
論
調
が
浮
上
し
、
そ
れ
が
財
政
規
則
改
革
の
根
拠
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
上
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
論
調
の
背
景
に
は
、
戦
後
期
に
入
り
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
や
、
一
九
五
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
ク
ラ
ブ
戦

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ク
ラ
ブ
ズ
・
カ
ッ
プ
）
な
ど
、
国
の
枠
を
超
え
た
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
争
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
も
本
格
的
に
参
入
し
、

惨
敗
を
繰
り
返
す
中
で
高
ま
っ
て
き
た
危
機
感
が
存
在
し
て
い
た
。
特
に
、
冷
戦
構
造
が
明
確
に
な
っ
た
～
九
五
三
年
中
月
に
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
代
表
チ
ー
ム
が
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
聖
地
ウ
ェ
ン
ブ
リ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
「
マ
ジ
ッ
ク
・
マ
ジ
ャ
ー
ル
（
ζ
曽
ゆ
q
8
ζ
耳
漏
9
。
民
ω
）
」

と
呼
ば
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
代
表
チ
ー
ム
に
惨
敗
（
三
対
六
）
し
た
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
ク
ラ

ブ
ズ
・
カ
ッ
プ
を
第
一
回
か
ら
第
五
回
ま
で
五
連
覇
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
（
菊
①
巴
竃
p
。
曾
箆
悶
○
）
に
所
属
す
る
プ
ス
カ
シ

ュ
（
℃
偉
ω
匠
P
ω
　
閃
Φ
吋
①
降
O
）
は
、
国
際
競
争
が
激
化
す
る
中
で
な
お
、
リ
ー
グ
が
財
政
規
則
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
郷
抄
す
る
コ
メ
ン
ト
を
残
し

　
　
⑫

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
進
国
（
し
か
も
共
産
主
義
体
制
下
や
独
裁
体
制
下
の
国
家
）
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
国
の
代
表
チ
ー
ム
や
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
大
敗
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
母
国
で
あ
り
、
先
進
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
人
の
誇
り
を
傷
つ
け
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
中
継
に
よ
っ
て
代
表
や
ク
ラ
ブ
の
敗
退
の
記
憶
が
国
民
の
間
に
簡
単
に
共
有
さ
れ
る
環
境
も
整
っ
て
い
た
こ
と
も
、
ス
ポ
ー
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ツ
の
母
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
失
墜
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
も
は
や
こ
れ
以
上
の
醜
態
を
国
際
的
に
さ
ら
す
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
中
で
、
財
政
規

則
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
遅
れ
の
象
徴
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
調
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
論
争
の
後
半
に
は
労
働
組
合
運
動
の
文
脈
を
離
れ
、
国
際
的
な
競
争
の
文
脈
が
浮
上
し
て
く
る
こ

と
で
、
選
手
側
の
主
張
を
擁
護
す
る
傾
向
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
選
手
側
も
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
流
れ
を
有
効
利
用
し
た
の
に

対
し
て
、
リ
ー
グ
は
密
室
主
義
を
貫
き
、
一
度
選
手
側
に
傾
い
た
流
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
さ

ら
に
強
調
さ
れ
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
争
の
激
化
は
、
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
変
化
に
も
影
響
を
与
え
た
。
そ
こ
で
次
節
で
は
戦
後
期
の

イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
関
係
を
検
討
す
る
。

二
　
戦
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
テ
イ
ラ
ー
が
「
［
イ
ギ
リ
ス
で
は
］
ス
ポ
ー
ツ
が
政
治
活
動
の
媒
介
と
し
て
機
能
し
た
と
は
考
え
づ
ら
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的

に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
　
部
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
規
制
な
ど
を
除
け
ば
、
世
紀
転
換
期
の
段
階
で
は
ス

ポ
ー
ツ
は
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
領
域
に
属
し
て
お
り
、
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
以

降
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
が
徐
々
に
増
大
し
、
国
民
の
身
体
教
練
を
推
進
す
る
こ
と
が
政
策
的
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
そ
し
て
戦
後
に
は
、
施

設
の
整
備
や
指
導
者
の
育
成
な
ど
を
通
じ
て
政
府
が
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
な
る
。

　
労
働
党
が
政
権
を
担
当
し
た
時
期
（
一
九
四
五
年
～
一
九
五
一
年
）
の
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
お
い
て
は
、
主
に
一
〇
代
後
半
を
対
象
と
し

た
国
民
身
体
の
向
上
が
政
策
的
目
標
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
を
通
じ
て
、
労
働
者
を
中
心
と
し
た
国
民
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
初
め
と
す
る
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
、
労
働
者
を
中
心
と
す
る
参
加
型
の
ア
マ
チ

ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
五
一
年
に
保
守
党
が
労
働
党
か
ら
政
権
を
奪
取
し
た
後
に
は
、
プ
ロ
・
ス
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ポ
ー
ツ
に
対
す
る
政
府
の
注
目
が
高
ま
っ
た
。
特
に
、
娯
楽
税
の
廃
止
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
税
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
財

源
の
確
保
を
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
競
馬
の
調
査
を
す
す
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
の
時
期
の
保
守
党
の
政
策
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
一
九
五
七
年
に
発
足
し
た
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ダ
ン
委
員
会
（
＜
『
O
一
且
Φ
臥
位
①
降
　
（
）
O
ヨ
b
P
一
け
け
①
Φ
）

で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
に
野
冊
さ
れ
た
同
委
員
会
の
報
告
書
の
中
で
は
、
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る
こ
と
で
国
を
代
表
す
る
エ
リ
ー
ト
選

手
を
育
成
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
テ
レ
ビ
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
か
ら
の
収
益
を
利
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ツ
推
進
政
策
を
容
認
す
る
公
論
を
創
出
す
る
た
め
に
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
二
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ダ
ン
報
告
書
を
補
強
す
る
目
的
で
刊
行
さ
れ
た
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
体
育
学
部
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
大
陸
諸
国
の
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ツ
政
策
と
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
財
源
と
し
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
国
営
化
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
福
祉
政
策
の
～
環
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
主
に
財
源
と
し
て
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
国
際
的
競
争
が
激
化
す
る
中
で
優
秀
な
選
手
の
育
成
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
財
政
規

則
に
基
づ
く
リ
ー
グ
の
伝
統
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
改
革
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
争
議
に
直
接
関
係
す
る
部
分
で
は
、
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
時
点
で
、
E
・
ス
ミ
ス
や
J
・
マ
ラ
リ
ウ
（
旨
℃
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

芝
■
ζ
巴
巴
窪
）
ら
労
働
党
の
庶
民
院
議
員
が
P
U
と
接
触
し
、
議
会
に
お
い
て
争
議
に
関
す
る
質
問
を
労
働
大
臣
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
。

そ
の
繋
が
り
は
P
F
A
へ
の
改
名
以
降
も
続
い
て
お
り
、
例
え
ば
、
ス
ミ
ス
は
中
立
の
議
長
と
し
て
J
N
M
に
参
加
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
議
員
の
個
人
的
な
動
き
は
基
本
的
に
労
働
争
議
の
文
脈
の
上
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
関
連
し
た
働
き
か
け

は
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
特
に
争
議
が
終
結
し
た
直
後
か
ら
本
格
化
す
る
。
一
九
六
四
年
の
総
選
挙
に
勝
利
し
た
労
働
党
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（
寓
9
0
巴
O
｝
餌
　
ぐ
刈
一
一
ω
O
臣
）
内
閣
は
、
保
守
党
政
権
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
を
継
承
し
つ
つ
、
ス
ポ
ー
ツ
評
議
会
（
ω
転
瞬
O
。
青
色
を
設
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
で
政
府
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
さ
ら
に
進
め
て
い
っ
た
。
特
に
、
初
代
ス
ポ
ー
ツ
担
当
大
臣
に
就
任
し
た
D
・
ホ
ー
ウ
ェ
ル
は
財
源
の

確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
九
六
四
年
に
行
わ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
例
示
し
つ
つ
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
首
相
に
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
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プ
開
催
の
た
め
の
予
算
配
分
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
（
一
九
六
六
年
）
に
お
い
て
、
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
グ
ラ
ン
ド
は
悲
願
の
初
優
勝
を
達
成
し
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
母
国
と
し
て
の
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
ま
た
一
九
六
八
年
に
は
、
教
育
省
が
立
ち
上
げ
た
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
す
る
報
告
書
（
沁
愚
ミ
黛
§
G
§
§
簿
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

§
き
ミ
貯
ミ
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
九
六
六
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
調
査
委
員
会
は
、
同
年
に
P
E
P
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
報
告
書
を

参
照
し
な
が
ら
、
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ
ロ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
す
る
網
羅
的
な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
目
的
の
…
つ
に
、
六

〇
年
代
前
半
に
法
制
化
が
進
ん
だ
競
馬
へ
の
課
税
を
参
照
に
し
つ
つ
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
の
た
め
の
財
源
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
⑳

活
用
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
報
告
書
の
中
で
は
、
一
般
的
な
労
働
者
の
給
料
の
上
昇
や
労
働
時
間
の
短
縮
、
ま
た
テ
レ
ビ
や

自
家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
た
一
九
六
〇
年
代
の
社
会
状
況
に
対
応
で
き
る
、
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
あ
り
方
が
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
議
論
と
し
て
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
や
ユ
ー
ス
・
レ
ベ
ル
で
の
選
手
育
成
に
予
算
が
回
る
よ
う
に
、
F
A
や
リ
ー
グ
は
財
政
構
造
を
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

革
し
て
対
応
を
す
べ
き
だ
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
か
ら
上
が
る
収
益
に
関
し
て
も
、
富
裕
な
ト
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
間

で
の
み
配
分
す
る
の
で
は
な
く
、
下
部
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
小
規
模
な
ク
ラ
ブ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
育
成
の
た
め
の
予
算
に
も
配
分
さ
れ
る
シ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ム
作
り
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
へ
の
課
税
は
F
A
や
リ
ー
グ
へ
の
補
助
金
の
形
で
還
元
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
産
業
が
あ
げ
た
利
益
の
一
部
が
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う
競
技
全
体
の
裾
野

を
広
げ
る
た
め
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
移
籍
規
劉
の
さ
ら
な
る
改
革
を
含

む
、
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
遅
れ
が
国
際
的
な
競
争
で
の
遅
れ
の
原
因
の
一
つ
と
考
え
た

　
　
　
　
　
⑳

政
府
に
と
っ
て
、
リ
ー
グ
や
F
A
は
も
は
や
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
団
体
と
し
て
放
覆
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
報
告
書
は

示
し
て
い
た
。

　
冷
戦
構
造
が
明
確
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
が
国
力
を
誇
示
す
る
手
段
と
し
て
浮
上
す
る
中
で
、
政
府
は
ス
ポ
ー
ツ
評
議
会
を
設
立
し
て
政
策
を
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強
化
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
財
源
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
母
国
と
し
て
、
先
進
国
と
し
て
の

誇
り
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
、
政
府
に
よ
る
改
革
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

①
日
。
量
竃
器
8
（
6
。
。
⑦
V
㌦
．
9
。
三
農
乞
Φ
壽
レ
。
。
8
山
㊤
嶋
O
．
．
二
5
竃
．
野
践
ω
磐
α

　
〉
．
い
Φ
Φ
（
①
α
ψ
Y
円
ぎ
㌧
惹
鴇
ミ
』
織
肉
謡
曳
械
簿
し
つ
8
に
量
逼
。
ミ
の
恥
器
ミ
恥
§
黙
な

　
〉
尊
ミ
鷺
§
ミ
G
鴨
ミ
国
ミ
凡
恥
勲
〉
。
。
。
。
o
o
鑓
審
α
d
ほ
く
興
巴
叶
《
勺
器
ω
。
り
円
い
。
コ
匹
。
戸
賢
や

　
一
①
o
Q
I
一
Q
o
S

②
藤
井
（
二
〇
〇
七
〉
、
八
五
～
八
九
頁
。

③
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
…
ス
紙
も
一
九
＝
二
年
に
噸
ス
ポ
…
テ
ィ
ン
グ
・
ク

　
ロ
ニ
ク
ル
触
点
（
9
。
ミ
薦
9
、
§
ミ
偽
）
に
買
収
さ
れ
て
い
る
。

④
｝
畠
8
芝
。
。
三
α
σ
q
①
（
卜
。
O
O
。
。
）
、
、
、
8
冨
ω
①
9
。
匪
p
σ
q
二
〈
Φ
。
・
　
閃
0
9
訂
＝

　
〉
黛
。
甑
。
ひ
q
鎚
℃
三
Φ
ω
6
《
？
H
Φ
o
。
O
．
．
噛
憩
ミ
弊
ミ
勢
な
遂
、
N
o
Q
…
《
P
Φ
b
っ
爵

⑤
譲
。
。
ヨ
爵
Φ
（
卜
。
O
O
。
。
）
も
b
．
O
吋
。
。
よ
ト
。
Φ
．

⑥
な
お
、
自
伝
の
中
に
は
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
を
採
用
し
た
本
も
存
在
し
て
い
る

　
が
、
ウ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
読
者
は
自
伝
か
ら
選
手
の
思
想
や
意
味
を
見
い

　
だ
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
そ
れ

　
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
≦
o
o
甑
衛
α
Q
Φ
（
卜
3
0
0
0
。
）
、
℃
O
．
O
b
o
甲
爵
9

⑦
代
表
的
な
物
と
し
て
は
以
下
の
自
伝
が
あ
げ
ら
れ
る
。
霊
ヨ
①
＜
（
一
8
0
と
鵠
籠

　
（
6
曾
冒
Ω
Φ
o
「
σ
q
Φ
団
凶
ω
窪
馨
（
一
㊤
①
9
．
b
ミ
ミ
篭
ミ
器
織
む
§
鵠
N
．
い
。
ゆ
鳥
。
簑
↓
『
Φ

　
G
o
O
o
障
ω
臼
磐
亡
d
9
斉
Ω
乱
酒
O
葺
財
甑
Φ
（
む
刈
Φ
y

⑧
堅
同
葛
9
も
．
母

⑨
霞
三
㊤
9
も
p
①
？
0
①
．

⑩
例
え
ば
、
寒
僑
類
ミ
舞
b
。
刈
〉
¢
讐
馨
6
0
㊤
．

⑪
当
時
リ
…
グ
の
会
長
を
務
め
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ベ
ン
ト
レ
…
（
ざ
ぎ

　
じ
d
Φ
葺
δ
く
）
が
同
紙
の
編
集
長
を
務
め
、
ま
た
、
講
会
長
の
チ
ャ
…
ル
ズ
・
サ
ト

　
タ
リ
フ
が
コ
ラ
ム
を
担
当
す
る
な
ど
り
ー
グ
と
は
非
常
に
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。

　
藤
井
（
二
〇
〇
七
）
、
入
五
～
八
七
頁
。

⑫
藤
井
（
二
〇
〇
七
V
、
八
九
頁
。

⑬
田
a
£
。
搾
興
葛
§
も
．
。
。
ド

⑭
．
、
ω
8
旦
蔓
国
儀
。
g
箪
否
ω
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．
．
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↓
§
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沫
護
貧
鉱
一
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⑮
．
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、
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o
馨
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話
一
〇
鼠
①
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Φ
ω
o
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℃
脱
O
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Q
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o
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δ
鋤
貼
．
．
旧
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瀞
跨
紺
、
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ミ
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器
、
、
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鳴
O
O
o
8
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り
心
⑫
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、
、
．
ω
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冨
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霞
コ
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Φ
α
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身
体
娯
楽
に
関
す
る
中
央
評
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会
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O
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碧
N
毘
O
o
§
o
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財
誘
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6
毘

　
幻
Φ
霞
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の
理
事
や
ス
ポ
ー
ツ
経
験
の
あ
る
教
育
学
者
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中
心
に
な
っ
て
一
九
五
七
年
に
発
足
し
た
王
立
委
員
会
。
園
的
は
F
A
や
オ
リ
ン

　
ピ
ッ
ク
協
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
統
括
団
体
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
資
料
調
査

　
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
根
本
的
改
革
に
陶
け
た
提
言
を
行
う

　
こ
と
で
あ
る
。
日
醐
⑦
薯
。
ぽ
づ
α
①
づ
O
o
ヨ
ヨ
鐸
Φ
①
（
日
ゆ
O
O
）
胃
9
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O
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6
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O
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p
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。
。
ρ

⑳
　
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
体
育
学
部
は
教
育
省
や
C
C
P
R
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て

　
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
活
動
し
て
お
り
、
一
九
六
五
年
に
ス
ポ
…
ツ
評
議
会
が

　
設
立
さ
れ
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
患
身
の
ホ
ー
ウ
ェ
ル
が
初
代
担
当
大
涯
に
就
任
し
た

　
際
に
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
U
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九
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時
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ツ
推
進
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第
二
次
大
戦
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
は
大
き
な
変
革
を
体
験
し
た
。
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
く
じ
や
テ
レ
ビ
の
隆
盛
に
よ
る
新
た

な
収
入
源
の
出
現
に
よ
り
、
入
場
料
収
入
に
依
存
す
る
伝
統
的
な
財
政
構
造
は
改
革
を
迫
ら
れ
、
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
揺
る
が
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
土
台
の
上
で
展
開
し
た
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
に
お
い
て
、
リ
ー
グ
は
最
大
給
与
規
則
を
撤
廃
し
た
も
の
の
、
大
枠
で
は
伝
統
的
な

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
選
手
側
は
P
F
A
新
代
表
の
ヒ
ル
の
下
で
、
徐
々
に
労
働
争
議
の
文
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脈
を
離
れ
、
メ
デ
ィ
ア
や
議
員
な
ど
多
様
な
回
路
を
通
じ
て
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
不
自
然
さ
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
で
は
な
く

専
門
職
と
し
て
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
地
位
向
上
に
向
け
た
大
き
な
前
進
を
え
た
。
そ
し
て
労
働
省
は
当
事
者
間
の
解
決
を
基
本
と
す
る
外

部
の
仲
裁
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
最
後
ま
で
保
つ
こ
と
で
、
リ
ー
グ
に
対
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
を
強
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
む
し
ろ
選
手
を
後
押
し
し
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
で
あ
っ
た
。
選
手
側
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
積
極
的
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、
出
版
ブ
ー
ム
を
迎
え
た
自
伝
を
通
じ
て
自
ら
の
主
張
を
フ
ァ
ン
に
伝
え
、
メ
デ
ィ
ア
側
も
海
外
と
の
比
較
を
通
じ
て
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
界
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
遅
れ
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
教
育
省
が
中
心
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、

プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
調
査
が
行
わ
れ
、
争
議
後
も
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
る
土
壌
を
作
り
出
し
た
。

　
～
方
で
、
移
籍
規
則
な
ど
伝
統
的
な
リ
ー
グ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
根
幹
は
争
議
後
も
維
持
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
政
府
に
よ
る
改
革
が
本
格

的
に
進
む
の
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
設
備
の
劣
化
と
フ
ー
リ
ガ
ン
問
題
に
端
を
発
す
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
関
連
の
事
故
の
多
発
を
受
け
た
一
九
八
○
年

代
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
九
五
年
の
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
ボ
ス
マ
ン
裁
定
は
、
E
U
の
帯
民
権
を
も
つ
選
手
は
外
国
人
枠
の

影
響
を
受
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
と
契
約
の
切
れ
た
選
手
に
は
移
籍
金
が
発
生
し
な
い
と
明
雷
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
文
脈
か
ら
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
を
含
め
た
E
U
加
盟
諸
国
に
お
け
る
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
根
幹
か
ら
変
革
し
た
。

　
こ
う
し
て
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
九
学
年
代
に
か
け
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
は
本
当
の
意
味
で
根
本
的
な
改
革
を
体
験

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
変
化
の
萌
芽
は
戦
後
期
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
争
議
に
お
い
て
既
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
戦
後
期
の

争
議
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
史
に
お
け
る
大
き
な
転
換
点
と
い
え
る
の
は
、
そ
れ
は
単
に
財
政
規
則
の
改
革
が
行
わ
れ
た
か
ら
と

い
う
よ
り
も
、
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
争
の
激
化
を
う
け
て
、
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
と
い
っ
た
馬
路
を
通
じ
て
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
お
か

れ
た
社
会
的
文
脈
が
変
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
争
議
を
通
じ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
や
試
合
中
継
が
過
熱
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
グ
は
政

府
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
政
策
の
中
で
重
要
な
位
遣
付
け
を
与
え
ら
れ
た
。
も
は
や
、
プ
ロ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
原
則

に
基
づ
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
単
な
る
娯
楽
産
業
の
枠
を
超
え
て
、
福
祉
政
策
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
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戦後期イングランドにおけるプロ　フヅトボールの社会的文脈の変化（藤井〉

国
際
的
な
競
争
の
舞
台
に
お
い
て
国
の
誇
り
を
体
現
す
る
国
民
的
行
事
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
に
お
よ
ぼ
す
影
響
を
ま
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
争
議
終
結
直
後
の
一
九
六
六
年
に
、
初
め
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
代
表
チ
ー
ム
の
初
優
勝
と
、
一
九
六
八
年
の
口
乞
ロ
ッ
パ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
に
お
け
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

の
ク
ラ
ブ
・
レ
ベ
ル
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
制
覇
と
い
う
二
つ
の
成
果
は
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
変
化
に
こ
れ
以
上
な
い
形
で
華
を
そ
え
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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The　Change　in　Social　Context　of　Professional　Football　in　Post－war　England：

　　　　　　　　　　　Focusing　on　the　Foetball　Dispute，　1945－1964

by

FUJII　Shota

　　Profess圭。！玉al　footbal至　had　deve歪oped　into　o烈e　of　the　mos亡　poP服lar

entertainments　iR　post－war　England．　The　number　of　spectators　rose　to　40

millions　in　1948／1949．　ln　addition．　a　various　kinds　of　international
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

tournaments，　such　as　the　FIFA　Wor｝d　Cup　or　the　UEFA　European

Champions　Clubs’　Cup，　promoted　inteRse　competition　beyond　national

boundaries．

　　On　the　other　hand，　such　developments　put　strong　pressure　for　reform　of

the　governance　of　the　Football　League．　ln　particular，　the　financial

regulations　that　controlled　players’　transfers　（the　retain－and－transfer

regulation）　and　rewards　（maximum－wage　regulation）　were　targets　of

criticism．　The　Association　Football　Players’　Union　pressed　for　reform　of　the

regulations　by　the　League，　and　the　football　dispute，　which　brol〈e　ottt　in　1945，

continued　to　1964．　The　Ministry　of　Labour　intervened　in　the　dispute　in

response　to　the　appeal　of　the　Players’　Union，　and　a　wide　range　of　the　media

reported　the　process　actively．　As　a　resuk　the　dispute　strongly　influenced

the　change　in　the　social　position　of　professiona｝　football．　This　article

considers　not　on｝y　the　process　of　the　dispute　through　an　analysis　of

documents　of　the　Ministry　of　Labour，　which　have　not　been　exarnined　in

previous　research，　but　also　the　change　in　the　social　context　of　professional

football　through　an　analysis　of　media　and　government　policies．

　　In　the　post－war　era，　the　change　in　the　finaRcial　structure　of　professional

football　stimulated　reform　of　the　League’s　governance．　The　development　of

football　pools，　TV　broadcasting　and　supporters’　clubs　produced　new　revenue

sources　for　the　professional　football　clubs．　The　League　hesitated　to　make　use

of　such　revenue　sources　that　might　lead　to　a　decline　in　gate　receipts．　ln　the

1960s　nevertheless，　the　League　was　forced　to　cooperate　with　TV　companies

and　football　pool　firms　to　secure　revenues．　As　a　result，　the　traditional

financial　structure　based　on　gate　receipts，　which　kad　justified　the　financial
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regulations，　had　to　be　reformed．

　　With　the　change　in　the　financial　structure，　the　Players’　Union　and　the

League　came　into　dispute．　Players　sought　an　organization　to　negotiate　the

revision　of　the　regulations　of　the　League　as　well　as　the　abandonment　of　the

financial　regulations．　ln　the　first　half　of　the　dispute，　the　Players’　Union，　led

by　Jimmy　Guthrie，　sought　improvement　in　players’　rights　as　workers．　The

League　blocked　the　intervention　of　trade　unionism　into　the　dispute　by

relaxing　the　wage　limit．　The　Ministry　of　Labour，　which　emphasised　the

mutual　agreement　between　the　League　and　the　Players’　Union，　did　not　force

the　League　to　abolish　the　regulations　as　the　Players’　Union　had　sought．

During　the　later　half　of　the　dispute，　on　the　other　hand，　Jimmy　Hill，　the　new

president　of　the　Union，　renamed　the　Players’　Union　the　Professional

Footballers’　Association　and　maintained　distance　from　trade　unionism．

Instead，　he　employed　various　means，　such　as　media　and　politicians，　to

improve　the　social　images　of　the　players．　As　the　Ministry　of　Labour　also

agreed　with　the　ehange　in　the　strategy，　the　League　decided　to　abolish　the

maximurn　wage－regttlation，　which　led　to　the　conclusioR　of　the　dispute．

　　Moreover，　the　social　context　of　professional　football　had　changed

dramatically　in　post－war　England．　The　media　harshly　criticised　the　Leagues’

old－fashioned　governance　through　interviews　with　famous　foreign　players．

The　British　government　also　pressed　for　the　reformation　of　the　League　in

order　to　make　use　of　professioRal　football　as　a　financial　source　to　promote

sports　policy．　ln　addition，　the　poor　showing　of　English　clubs　and　the　natioRal

team　in　intematioRa｝　competition　heightened　the　frustration　of　the　citizenry．

These　changes　in　the　environment　also　influenced　the　dispute．

　　Consequently，　it　can　be　claimed　that　the　post－war　football　dispute　was　the

turning　point　of　English　professional　football．　Though　the　dispute，

professional　football　obtained　the　position　of　an　important　national　event　that

embodied　national　pride　and　power．
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